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課長 石田勝則
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関西広域連合

構成府県

平成23年東日本大震災における関西広域連合構成府県の

被災地支援にかかる各府県の記者発表資料について

（対象：4月 7日（木）0:00 から 24:00）

標記のことについて、別添のとおりお知らせします。
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【関西広域連合（兵庫県）】

○ 関西広域連合・兵庫県 宮城県北部沿岸市町支援隊（第４陣）の派遣について

標記のことについて、下記のとおり職員を派遣します。

被災３市町の共通の課題として、職員が避難所対策などに追われ本来の市町業務機能の

回復が喫緊の課題であるため、兵庫県下市町職員による市町業務全般支援や避難所運営支

援を更に増員強化します。

記

１ 支援隊の出発について

出発日時 ４月８日(金) 午後３時

出発場所 県庁第３号館北側

派 遣 者 ４７名(気仙沼市２２名、石巻市１１名、南三陸町１４名)

車 両 大型バス３台

２ 派遣期間

平成 23 年４月８日(金)から４月 17 日(日)まで

３ 派遣先

宮城県気仙沼市、石巻市、南三陸町

４ 派遣者

気仙沼市支援本部 ４４名 統括：菅 原 誠(県立淡路病院総務部長)

石巻市支援本部 ３７名 統括：中 山 裕 規(西播磨県民局総務企画室長)

南三陸町支援本部 ３３名 統括：林 省 吾(議会事務局調査課長)

計 １１４名 (県職員３３名、市町職員６９名、市町社協職員等１２

名)

※ 県庁出発者以外の市町等の派遣者６７名は現地合流。
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○ 東日本大震災に係る支援

１ 一般家庭での避難者受入れ（避難者ホームステイ）について 資料１

２ 被災者をグループ（コミュニティ等）単位で受入可能な団地 資料２

３ 宮城県女川町への食器の提供について 資料３

４ 淡路景観園芸学校のボランティア等の育成について 資料４

５ 被災地支援の情報（平成２３年４月６日現在） 資料５
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＜資料 1＞

一般家庭での避難者受入れ（避難者ホームステイ）について

１ 趣旨

東日本大震災の避難者の受入れについて、ホームステイには家庭の暖かさがあり、

見知らぬ土地で生活する避難者の心の癒しも期待できることから、県としても積極的

に取り組む。

２ 全体スキーム

市町の協力を得ることにより、地域の生活利便情報（学校、病院、買い物など）や

避難者のメンタル面や生活面、就学などで細かいケアが行き届きやすいことから、市

町が実施主体となり、県が情報の取りまとめを行うことを基本とする。

①② 県内の市町の窓口において、受入れ家庭の募集。（三木市、高砂市、加西市、篠

山市、養父市、丹波市、朝来市、宍粟市の８市が実施。未実施市町に対しても受

入れ家庭の募集の取組みを呼びかけ。）

③ 各市町から兵庫県に受入れ家庭の情報を提供。

④ 兵庫県が取りまとめて、宮城県へ提供。

⑤⑥ 宮城県において、ホームステイ希望者の募集。

⑦⑧ 宮城県から兵庫県に回答のあった「ホームステイを希望する避難者の情報」を

避難者が希望する受入れ家庭の所在市町に連絡。

⑨ 市町が受入れ家庭に連絡し、避難者との仲介を行う。

県内各市町（実施主体）

4/4 現在：三木･高砂･加西･篠山･養父･丹波･朝来･宍粟

（他の市町へは実施を呼びかけ）

②応募

県内一般家庭

兵 庫 県

県内の取りまとめと

被災地とのパイプ役

避 難 者

③受入れ家庭
リストの提出

④受入れ家庭リストの提供

⑤
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
希
望
者
の
募
集

⑥
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
希
望

⑦ホームステイ希望避難者の情報受取

※

⑨ホームステイ希望

避難者の情報①受入れ家庭

の募集

⑧ホームステイ希望
避難者の情報

宮 城 県
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３ 既実施市町の実施状況（受入れ件数 102 件）

三木市 高砂市 加西市 篠山市 養父市 丹波市 朝来市 宍粟市

対象

避難者

制限なし 小中学生 小中学生 小中高校生 制限なし 制限なし 制限なし 1小中学生

2家族単位

受入家庭

募集期間
4/1～5/31 3/28～4/28 3/28～4/8 4/4～4/28 3/23～3/31 3/24～4/11 3/19～3/31 定めなし

応募数

(4/6まで)
9件 26件 24件 9件 1件 6件 0件 27件

受入期間 制限なし 4～8月 4～8月 制限なし 制限なし 制限なし 制限なし 制限なし
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＜資料２＞

兵庫県における被災者をグループ（コミュニティ等）単位で受入可能な団地について

兵庫県では、被災地からのグループ（コミュニティ等）単位での一時移転の受け入れを

スムーズに行うため、1地域において 50 戸以上の戸数を提供できる団地をまとめ、宮城県、

気仙沼市、石巻市、南三陸町に送付しましたので、情報提供します。

なお、この団地は既に提供を予定している 1,200 戸に加え、兵庫県住宅供給公社の住宅

の中から選定しました。

団 地地 区 名

（戸数） 団 地 名 戸 数

備 考

（市名・最寄り駅）

① 芦屋浜地区

（５２戸）

芦屋浜高層

芦屋浜高層（県公社）

３２

２０

芦屋市

阪神芦屋駅

② 川西けやき坂地区

（５０戸）

川西けやき坂高層 ５０ 川西市

阪急電鉄川西能勢口駅

③ 明石舞子北地区

（１８４戸）

明石舞子北鉄筋 １８４ 神戸市垂水区

ＪＲ朝霧駅

④ 明石舞子中西部地

区（８７戸）

明石舞子南鉄筋

明舞センタービル（県

公社）

１２

７５

神戸市垂水区・明石市

ＪＲ朝霧駅

⑤ 明石大久保北東地

区

（８２戸）

明石大久保鉄筋

明石大久保第２鉄筋

３０

５２

明石市

ＪＲ大久保駅

⑥ 明石大久保南西地

区

（５８戸）

明石大久保南鉄筋

明石長坂寺鉄筋

３３

２５

明石市

ＪＲ大久保駅・魚住駅

⑦ 明石貴崎地区

（５１戸）

明石貴崎鉄筋 ５１ 明石市

山陽電鉄林崎松江海岸駅

⑧ 加古川平岡地区

（５８戸）

加古川平岡鉄筋 ５８ 加古川市

ＪＲ土山駅

⑨ 加古川西部地区

（７１戸）

加古川西鉄筋

加古川船頭鉄筋

３９

３２

加古川市

ＪＲ加古川駅

⑩ 高砂米田地区

（７６戸）

高砂米田鉄筋 ７６ 高砂市

ＪＲ宝殿駅

⑪ 高砂曽根地区

（５９戸）

高砂春日野鉄筋

高砂時光寺高層

１９

４０

高砂市

ＪＲ曽根駅

計 １１地区 １７団地 ８２８

※半径１ｋｍ以内の団地をグループ化し、地区を設定。

（問い合わせ先）県土整備部住宅建築局住宅管理課 ０７８－２３０－８４６０
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＜資料３＞

宮城県女川町への食器の提供について

女川町から避難所において使用する食器の提供依頼があり、市町等の協力も得て女川町

に本日発送しましたのでお知らせします。

１ 提供数量：皿 2,333 枚、椀 2,473 個、その他スプーン 1,500 等

（参考：市町等提供分）

提供元 お皿 お椀 その他

尼崎市教育委員会 スプーン 1,500

西宮市教育委員会 １００ １００

宝塚市教育委員会 １，４００

猪名川町教育委員会 ３５２ １４５ コレール皿 85、強化磁器

80

明石市教育委員会 ２００

相生市教育委員会 １８７ １６５ スプーン 66、トレイ 40

赤穂市教育委員会 Ｄ型バット 50、バット 14

太子町教育委員会 ３００ ８０ トレイ 100、木柄杓 5

佐用町教育委員会 １２１ ５４

養父市教育委員会 ８０

朝来市教育委員会 ４８

国立淡路青少年交流の家 ４５ ６９ 湯飲み 70

合計 1,153 2,293 ――――

※ 上記提供元からの食器の搬送は、兵庫県学校給食・食育支援センターが担当
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＜資料４＞

東日本大震災の被災者支援にかかる淡路景観園芸学校の

園芸療法を活用したボランティア等の育成について

被災者のこころのケアの一環として園芸療法を活用するため、以下の活動に取り組む。

１ ボランティア等に対する研修
被災者のこころのケアに携わろうとしているボランティア等に対する研修を実施する。

(1) 兵庫県園芸療法士に対する研修
① 日 時：４月９日（土）13:00～17:00
② 場 所：淡路景観園芸学校視聴覚室
③ 対 象：園芸療法士※ 30 名程度 ※有資格者 120 名(H23.3.末現在)
④ 内 容：ア 被災者へのケアの方法

イ 臨床動作法を使ったリラクゼーション法の実習
ウ 被災者支援のための園芸療法についての討議
⑤ 受講料：無料

(2) ボランティアに対する研修
① 日 時：４月 23 日（土）、24 日（日） 各日 13:00～17:00
② 場 所：23 日 淡路景観園芸学校多目的ﾎｰﾙ、24 日 兵庫県中央労働ｾﾝﾀｰ 201 会議室
③ 対 象：ボランティアとして被災者のこころのケアを行う意向のある方 各日 30名
④ 内 容： ア 被災者へのケアの方法

イ 臨床動作法を使ったリラクゼーション法の実習
ウ 被災者支援のための園芸の進め方
エ 被災者支援に向けた組織作り

⑤ 受講料：無料

２ 被災者に対する園芸療法
園芸療法の研修を受けたボランティア等の避難所や応急仮設住宅等への派遣については、今後、
被災者の避難所等での生活状況を把握しながら具体化を図る。

(1) 園芸活動を通したこころのケア
① 対象：避難生活を送る児童から成人まで
② 内容：ボランティア等が、園芸活動を広め、心の病や生活不活発病を予防する

(2) 個別支援が必要な人に対する園芸療法
① 対象：個別支援（うつや PTSD、認知症など）が必要な人
② 内容：園芸療法士が、医療チームと協働した園芸療法を行う

被災者支援のフロー図

淡路景観園芸学校・兵庫県園芸療法士会

１(1)研修（兵庫県園芸療法士対象）

時 期：4/9(土)

内 容：被災者に対する心のケア

受講料：無料

１(2)研修（ボランティア対象）

時 期：4/23(土)、24(日)

内 容：被災者に対する心のケア、園芸療法の基礎

受講料：無料

２園芸療法の実施

時 期：被災者の生活状況を把握しながら設定

内 容：被災者の人数、年齢、居住環境等（花壇や水道の有無等）を考慮してプログラムを作成

体 制：ボランティア等：集団での園芸活動

園 芸 療 法 士：個別支援が必要な被災者に対する園芸療法

避難所等リーダー・医療チームとの連携

兵庫県園芸療法士 ボランティア

避難所や仮設住宅等で受け入れた被災者

研

修

実

施
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＜資料５＞

１ 緊急・応急期

（１） 救急・救助対策 １

（２） 医療対策 ４

（３） 避難所対策

① 物的支援 ７

② 避難者対策 １１

③ ボランティア １４

（４） 被災住宅対策 １６

（５） 現場応急対策 １８

（６） ライフラインの復旧 ２２

（７） 遺体の対応 ２２

（８） 教育対策 ２３

（９） 被災市町支援 ２４

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

下線部は、4月4日定例記者会見資料からの主な変更箇所

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

被災地支援の状況

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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１ 緊急・応急期

（１）救急・救助対策（その１）

当面（今後１週間） その後

企画県民部

（防災）
緊急消防援助隊の派遣
（消防庁からの要請）

３月11日
20:57 総務省消防庁から緊急消防援助隊の応援要請
第１次出動隊数等（64隊254人）

23:00 三木広域防災センターに集結
※阪神ブロックの隊については、名神高速桂川
パーキングエリアにて合流

23:30 東京に向け出動（後に、福島県郡山方面に変更）
３月12日
12:58 消防庁からの指示で、救助任務のため航空部隊（ﾍﾘ１機）待機
19:30 指揮支援隊が福島県庁に到着
今後の活動調整を福島県と行う。

３月13日
13:30 宮城県山元町に向け移動
３月14日
9:30 第２次派遣隊（68隊271人）を宮城県山元町へ派遣
（後に宮城県南三陸町に変更）
（被災地で活動している第1次派遣隊と交代）

11:00 航空部隊（1隊6名）出動
18:15 航空部隊がいわて花巻空港に到着
21:50 第２次派遣隊増員（4隊14名）出動

３月11日 航空隊は引き続き活動予定

３月15日
6:00 宮城県 南三陸町にて活動
9:15 航空部隊が陸前高田市にて捜索活動
9:30 後方支援隊（１隊５名））出発
※第２次派遣隊合計74隊296人

12:56 航空部隊が宮古市にて救急搬送活動
18:30 第１次派遣隊帰任（兵庫県に向け出発）
３月16日
7:00 第２次派遣隊 南三陸町にて活動
航空部隊は花巻空港にて待機

３月17日
9:00 第２次派遣隊 南三陸町にて活動
11:23 航空部隊 大船渡市にて物資搬送、捜索活動
３月18日
9:00 第２次派遣隊 南三陸町にて活動
11:00 第３次派遣隊（71隊278名）宮城県へ向け出発
11:00 航空部隊 岩手県宮古市にて物資輸送、捜索活動
３月19日
5:50 第3次派遣隊 宮城県到着
7:00 第３次派遣隊 南三陸町で活動
9:37 航空部隊 岩手県大船渡市で情報収集
13:30 第２次派遣隊 帰任（兵庫県に向け出発）

【３月20日以降は次頁】

部局名 取組の現状

被災地支援の状況

支援項目 開始時期
対 応

－ 1 －
10



被災地支援の状況

（１）救急・救助対策（その２）

当面（今後１週間） その後

企画県民部
（防災）

緊急消防援助隊の派遣
（消防庁からの要請）

【つづき】

【前頁のつづき】
３月20日
7:00 第3次派遣隊 南三陸町で活動
航空部隊 花巻空港にて待機

３月21日
第３次派遣隊 南三陸町で待機中(本日中に塩竃市へ転進予定)

14:46 航空部隊 岩手県釜石市にて捜索活動
３月22日
航空部隊 花巻空港にて待機

6:00 第３次派遣隊塩竈市にて常備消防の支援活動
10:00 第４次派遣隊（53隊198人）宮城県塩竈市へ向け出発
３月23日
7:00 第４次派遣隊 宮城県山元町にて活動
10:35 航空部隊 岩手県釜石市にて救急活動
13:13 第３次派遣隊 帰任（兵庫県に向け出発）
３月24日
7:00 第４次派遣隊 宮城県山元町にて活動
10:32 航空部隊 岩手県釜石市にて情報収集
３月25日
7:00 第４次派遣隊 宮城県山元町にて活動
8:22 航空部隊 岩手県大船渡市にて救急活動
３月26日
7:00 第４次派遣隊 宮城山元町にて活動
7:00 航空隊 現地悪天候につき宿舎待機中
第５次派遣隊（49隊191人）宮城県塩竃市へ向け出発

３月27日
7:00 第５次派遣隊 宮城県山元町にて活動
9:44 航空隊 岩手県釜石市にて救急活動

３月28日
7:00 第５次派遣隊 宮城県山元町にて活動
10:40 航空隊 岩手県陸前高田市にて情報収集活動
14:10 航空隊 岩手県釜石市にて救急活動
３月29日
航空隊 花巻空港で待機中

7:00 第５次派遣隊 宮城県山元町にて活動
11:00 神戸市原発活動隊 福島県へ出発（7隊53名）
３月30日
航空隊 花巻空港で待機中

7:00 第５次派遣隊 宮城県山元町にて活動
12:00 第６次派遣隊 宮城県へ出発（33隊137名）
３月31日
7:00 航空隊 救急活動実施するも悪天候で引き上げ
7:30 原発活動隊 いわき市総合体育館で情報収集及び活動方針検
討
13:00 第５次派遣隊から第６次派遣隊への引き継ぎ完了

対 応
取組の現状 開始時期部局名 支援項目

－ 2 －
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被災地支援の状況
（１）救急・救助対策（その３）

当面（今後１週間） その後

企画県民部
（防災）

緊急消防援助隊の派遣
（消防庁からの要請）

【つづき】

4月１日
9:00 山元町捜索活動、塩釜コンビナート警戒、山元分署常駐警備
9:00 航空隊 花巻空港待機中
4月2日
9:00 山元町捜索活動、塩釜コンビナート警戒、山元分署常駐警備
18:43、3:25 航空隊 住宅火災へ出動2回
4月3日
9:00 山元町捜索活動、塩釜コンビナート警戒、山元分署常駐警備
12:00 第7次派遣隊(陸上部隊32隊125名）宮城県へ出動
9:00 航空隊 花巻空港待機中
4月4日
13:00 第６次派遣隊と第7次派遣隊引継
9:00 航空隊 花巻空港待機中
4月5日
9:00 山元町捜索活動、山元分署常駐警備
9:00 航空隊 釜石陸上競技場で待機

県警察本部 広域緊急援助隊等の派遣
（警察庁からの要請）

３月11日 岩手県に166名（警備・交通）が出動
12日 福島県に20名（刑事）が出動
17日 岩手県に15名（交通）が出動
17日 宮城県に20名（刑事）が出動
19日 宮城県に289名（警備）が出動
22日 岩手県に32名（交通）が出動
23日 宮城県に４名（航空隊）が出動
24日 宮城県に22名（刑事）が出動
28日 岩手県に31名（交通）が出動
31日 宮城県に11名（刑事）が出動
４月３日 福島県に32名（交通）が出動
５日 宮城県に152名（警備）が出動
５日 福島県に144名（警備）が出動

３月11日
４月７日
宮城県に34名（刑事・地域）出発予定

開始時期
対 応

部局名 支援項目 取組の現状

○ 現在の派遣状況（4/6現在）

派遣先 派遣人員 主な活動内容

岩手県

宮城県 163
角田市内における検視、遺族対策
石巻市における捜索等

福島県 176
いわき市等における警戒、検問等
相馬市における捜索等

合計 339

○ 広域緊急援助隊等のべ派遣状況（4/6現在）

派遣先 のべ派遣人員

岩手県 1,052

宮城県 1,805

福島県 196

合計 3,053
－ 3 －
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被災地支援の状況

（２）医療対策（その１）

当面（今後１週間） その後

健康福祉部 ＤＭＡＴの派遣
（厚生労働省からの要請）

国からの要請に基づき、３月12日から３月16日までDMAT（災害派遣医療
チーム）活動を実施し、16日に終了。（DMAT活動は急性期対応のため、
発災後、概ね48時間以内）
【各チームの活動結果】

３月12日

健康福祉部
病院局

救護班（医師、看護師、薬
剤師）の派遣
（厚生労働省からの要請）

宮城県からの要請により、下記のとおり、避難所に救護班を派遣
①災害拠点病院・県立病院の救護班派遣（派遣可能数16チーム）
１チーム４～７名程度で、３チームを４泊５日で順次派遣
・３月17日～21日 兵庫医大チームが活動を実施（石巻市立鹿妻

小学校）
･３月20日～ 県立病院等３チームが活動中（石巻市立鹿妻

小学校[２チーム]、県立志津川高校）
・鹿妻小学校で活動する県立病院チームに、
小児科の医師及び看護師を増派（３月25日～）
・当該小児科医及び看護師は、他の避難所への
巡回診療も実施

②兵庫県医師会・看護協会による救護班
７～11名程度で、３日～５日ごとにメンバー交替
・３月21日～ 医師会・看護協会チームが活動中

（石巻中学校）

◇以上により、現在、合計４チームが活動を実施中

３月17日
①４泊５日で順次交代し派遣

②３泊４日で順次交代し派遣

継続的に救護班を４月末まで派遣

対 応
開始時期部局名 支援項目 取組の現状

名 称 人数 出動期間 概 要

兵庫県災害医療ｾﾝﾀｰ 6 3/12～3/15

神戸大学附属病院 5 3/12～3/14

兵庫医科大学 5 3/12～3/14

国立姫路医療ｾﾝﾀｰ 6 3/12～3/16

神戸市中央市民病院 5 3/12～3/15

市立西脇病院 6 3/12～3/14

赤穂市民病院 6 3/12～3/14

県立加古川医療ｾﾝﾀｰ 5 3/12～3/15

県立姫路循環器病ｾﾝﾀｰ 5 3/12～3/14

県立柏原病院 5 3/12～3/14

兵庫県災害医療ｾﾝﾀｰ 6 3/13～3/16

いわて花巻空港ＳＣＵ（広域搬送拠点
医療管理所）等において活動

いわて花巻空港ＳＣＵ（広域搬送拠点
医療管理所）等において活動

3/12～3/14公立豊岡病院 4
霞目ＳＣＵにおいてドクターヘリで活
動（山形県立中央病院・置賜病院等へ
の患者搬送）

－ 4 －
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被災地支援の状況

（２）医療対策（その２）

当面（今後１週間） その後

日本赤十字社 日赤兵庫県支部の医療救
護班の派遣

第１陣 神戸赤十字病院救護班
・活動期間 ３月11日～15日
釜石市教育ｾﾝﾀｰ横に、仮設診療所設置
・派遣車両
dERU（緊急対応仮設診療）資材搬送トラック ２台
神戸赤十字病院 救急車 １台、災害救援支援車両 １台
・派遣要員
医師１名、看護師４名、薬剤師１名、臨床検査技師１名、
診療放射線技師１名、連絡調整員５名 計13名
第２陣A 姫路赤十字病院救護班
・活動期間 ３月14日～17日
・派遣車両 資材搬送トラック １台、支部通信指令車 １台
・派遣要員
医師１名、看護師３名、連絡調整員３名 計７名
第２陣B 柏原赤十字病院医療救護班
・活動期間 ３月15日～17日
・派遣要員 （空路移動）
医師１名、看護師３名、連絡調整員２名 計６名

３月13日
仮設診療所で診察開始

仮設診療所及び避難所
の巡回診察継続中
（静岡県支部救護班と合
同運用）

４月９日 神戸赤十字病院救護班派遣

4月11日 釜石市に設置の仮設診療所
を撤収し、第2ブロック（関東・甲信越）の
救護班に引き継ぐ。その後、兵庫県支
部救護班は、岩手県立山田高等学校
内に開設されている救護所に移動し、
業務を引き継ぎ、継続して救護活動を
実施する予定。

４月12日 姫路赤十字病院救護班派
遣

＊いずれも、後発救護班が到着次第、
交代し帰還させる。

・4泊5日の日程で、神戸・姫路両赤十
字病院の医療救護班を中心に、継続的
に派遣する予定である。

・終了期間は、未定。（日本赤十字社本
社指示による）

・兵庫県支部の派遣人数（５日現在）
延べ１０班、８７名
（内訳）医師：17名、看護師29名、
薬剤師8名、連絡調整員33名
（内、こころのケア要員 8名）

・日赤全体の派遣救護班数：
延べ５７５班 （4日現在）

第３陣 神戸赤十字病院医療救護班
・活動期間 ３月17日～21日
・派遣要員 （空路移動）
医師４名、臨床心理士１名、看護師３名、薬剤師１名、

連絡調整員３名 計12名
第４陣 神戸・多可赤十字病院混成救護班
・活動期間 ３月21日～24日
・派遣要員 （空路移動）
医師３名、看護師３名、薬剤師１名、連絡調整員３名 計10名
第５陣 姫路赤十字病院救護班
・活動期間 ３月24日～28日
・派遣要員 （空路移動）
医師１名、看護師３名、薬剤師１名、連絡調整員３名 計８名
第６陣 神戸赤十字病院医療救護班
・活動期間 ３月28日～４月１日
・派遣要員 （空路移動）
医師４名、看護師４名、薬剤師１名、連絡調整員４名 計13名
第７陣 姫路赤十字病院医療救護班
・活動期間 ４月１日～４月５日
・派遣要員 （空路移動）
医師１名、看護師３名、薬剤師１名、連絡調整員３名 計８名
第８陣 姫路赤十字病院医療救護班
・活動期間 ４月５日～４月９日
・派遣要員 （空路移動）
医師１名、看護師３名、薬剤師１名、連絡調整員３名 計８名

対 応
部局名 支援項目 取組の現状 開始時期

－ 5 －
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被災地支援の状況

（２）医療対策（その３）

当面（今後１週間） その後

健康福祉部 患者の受入れ
（厚生労働省からの要請）

○宮城県に現地コーディネーターを派遣（３月19日～24日）し、被災地
のニーズを把握するとともに、民間病院協会や透析医会と県内病院
での受入体制を調整済
【最大受入可能人数（３月25日現在）】
一般入院病院 1,543名
透析入院病院 228名
透析外来 786名

○３月29日 兵庫県医師会と連携し、石巻市の避難所から、義足喪失
患者を総合リハビリテーションセンター中央病院に受入

現地支援本部による被災
地のニーズに基づき実施

同左 同左

【病院への提供】
県下災害拠点病院（16病院）の備蓄医薬品の２分の１を、宮城県の災害
拠点病院（８病院）に搬送
３月19日 県下災害拠点病院から災害医療センターに集約
３月20日 宮城県に発送

３月20日

【避難所への提供】
兵庫県医薬品卸業協会と医薬品（18種類）の納入について調整し、３月
22日に下記医薬品を三木防災公園に集約し、同日、宮城県に発送
○提供数
・1人あたり 14日分
・総提供数：18種類×500人分＝9,000人分

３月22日

健康福祉部 防疫対策支援（クレゾー
ル、逆性石けん等物資支
援）

県内市町及び卸売販売業者が保有する防疫用資材について把握済み
○県内市町が保有する防疫用資材
･消毒用噴霧器 358個
・消石灰 12,057kg
・その他消毒薬等
○県内卸売販売業者の消毒薬在庫状況
・消毒薬 6,949L

※防疫手の派遣について、厚生労働省が一元的に調整
※県内では神戸市に対して派遣の要請があり、防疫手を派遣
（3/14～）

現地支援本部による被災
地のニーズ・被災県から
の要請等に基づき実施

同左 同左

健康福祉部 県立衛生研究所の検査支
援

被災地において感染症が集団発生した際、県立健康生活科学研究所に
おいて、原因を調査するための検査受け入れ体制を整備済み

現地支援本部による被災
地のニーズ・被災県から
の要請等に基づき実施

同左 同左

部局名
対 応

支援項目 取組の現状 開始時期

健康福祉部 医薬品の提供

－ 6 －
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被災地支援の状況

（３）避難所対策 ①物的支援（その１）

当面（今後１週間） その後

企画県民部
（防災）
企業庁

救援物資の提供（食料、
飲料水、毛布、ブルー
シート、仮設トイレ等）

３月13日・14日・17日・18日・20日 宮城県へ向けて出発

○送付物資の内容

３月13日 追加発送予定分
（自衛隊及びトラック協会と搬送手続
中）

健康福祉部 ベビー用品の提供 ①被災地の子育て家庭に対し、次のベビー用品を発送

（３月13日発送） ・ほ乳びん 500個
・ほ乳びん消毒剤 300個
・ほ乳びん消毒ｹｰｽ 30個

（３月17日発送） ・ほ乳びん消毒剤 200個
・ほ乳びん消毒ｹｰｽ 470個
・紙おむつ 1,000個（約54,000枚）
・おしりナップ 1,000個
・離乳食 7,500食
・ベビーバス 100個

②３月18日に明治乳業株式会社から、離乳食（7､200食）の無償提供が
あり、３月23日に石巻市、気仙沼市、南三陸町に向け発送

３月13日

企画県民部
（防災）

防寒着の提供 被災者の寒さ対策のため、県内企業や県民からコート、ジャンパー等防
寒着の提供を受け、取りまとめて送付
・募集期間：３月17日～３月24日
・受付場所：広域防災センター

３月21日 宮城県に向けて、約5,500着を発送
３月25日 宮城県に向けて、約20,000着を発送
３月26日 宮城県に向けて、約20,000着を発送

募集広報：３月16日

対 応
部局名 支援項目 取組の現状 開始時期

項 目 支援済 今後予定 備 考

3/13発送 3/14発送 3/17発送 3/18発送 3/20発送 3/22発送 小計 追加予定分 合計

α化米 10,000 食 － － － 15,000 食 25,000 枚 50,000 食 － 50,000 食

毛 布 5,000 枚 5,000 枚 － － － － 10,000 枚 20,000 枚 30,000 枚

ブルーシート 1,000 枚 － 1,000 枚 － － － 2,000 枚 － 2,000 枚

仮設トイレ 100 基 － － － － 100 基 200 基 100 基 300 基

飲料水 10,000 本 － － 20,400 本 － － 30,400 本 － 30,400 本 500ml／本
飲料水用ポリタンク 250 個 － － 500 個 － － 750 個 － 750 個 10㍑・20㍑／個

飲料水用ポリ袋 1,000 枚 － － 2,000 枚 － － 3,000 枚 － 3,000 枚 ６㍑／枚

数 量

－ 7 －
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被災地支援の状況

（３）避難所対策 ①物的支援（その２）

当面（今後１週間） その後

企画県民部
（防災）

衛星携帯電話の貸出し 被災情報の把握を支援するため、県及び市町保有の衛星携帯電話を宮
城県に貸出し
・31台（県保有分15台、市町保有分16台）

３月20日（発送） ３月21日から当分の間

企画県民部
（防災）

見舞金の送付 ① 送付先：岩手県、宮城県、福島県
② 金 額：100万円

３月14日目録手交
宮城県庁、岩手県大阪事
務所、福島県大阪事務所
にお届け。

企画県民部
（防災）

義援金の募集 「東日本大震災兵庫県義援金募集委員会」を設置し、募集を開始
口座名義：東日本大震災兵庫県募集委員会
口座番号：00910-3-322340 (3/22以降、振り込み可能)
募集期間：３月16日～６月30日

３月16日

企画県民部
（防災）
産業労働部
教育委員会

災害関連資材の調達
（政府等からの要請）

要請があれば迅速に対応
（要請を受けてから契約業者・協定承諾団体・協力団体に依頼）

○石巻赤十字病院からの提供依頼に基づき物品を搬送済

〈依頼物品〉 ペーパータオル、使い捨て食材用手袋、ゴミ袋、
トイレットペーパー、ハンドソープ、生理用品
乾電池、コピー用紙、ホワイトボードマーカー

○特定活動ボランティア派遣（3/23神戸出発）
カセットコンロ(32台) ・ボンベ(120本) を調達のうえ搬送済

○現地支援本部（石巻市チーム）からの要請
① 水没した学校の再開支援のため､ﾌｧｯｸｽ､ｺﾋﾟｰ機､ﾊﾟｿｺﾝ､ｺﾋﾟｰ用紙
をパッケージで10セット程度 調達中
・ｺﾋﾟｰ機７台（ﾌｧｯｸｽ・ﾌﾟﾘﾝﾀｰ機能付）、中古ﾊﾟｿｺﾝ 120台 、
ｺﾋﾟｰ用紙 187箱は確保

② 女川町の避難所で洗って再利用できる食器の調達要請
・ﾒﾗﾐﾝ皿180個､発砲ｽﾁﾛｰﾙお椀180個を調達し､4/2に搬送済（産業
労働部）

３月19日

３月20日

３月25日

要請があれば迅速に対応

② 女川町の避難所で洗って再利用で
きる食器の調達（追加）
・お皿2,333枚､お椀2,473個を調達
し､スプーン1,500本 4/7に搬送（教育
委員会・産業労働部・防災局）

同左

支援項目 取組の現状 開始時期
対 応

部局名

－ 8 －
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被災地支援の状況

（３）避難所対策 ①物的支援（その３）

当面（今後１週間） その後

産業労働部 県内企業や本県ゆかりの
海外地域などからの支援
物資・義援金等の仲介

支援希望があれば随時仲介を行う。 （窓口課を設置）
・県内企業・団体等 ・・・ 新産業課
・海外地域、県内外国人等 ・・・ 国際交流課

○ 物資の支援申出状況（４/５ 18:00現在）
①県内企業・団体等 合計 216 件
〈主なもの〉
・カセットコンロ 1万台
・透析患者用低ﾀﾝﾊﾟｸ食等 3,000食
・レトルトスープ 3,000ケース ・甘酒カップ 1,000ケース
・ケミカルシューズ 2万足 ・ﾘｭｯｸｻｯｸ 500 、ｳｴｽﾄﾎﾟｰﾁ 500
・婦人用下着 3,000～4,000枚 ・マスク 約20万枚
・消毒剤 1万本 ・防寒具 500～600 ・浄水器 数器
・紙コップ 100カートン（20万個） ・飲料水 2,400本
・ｺﾝﾀｸﾄﾚﾝｽﾞｹｱ用品 5ｔ車1台分程度 ・風邪薬（65錠入）8,000個
・乾電池（単1～単4）計107,800個 ・靴下 5,000足
・即席味噌汁 1万食 ･非常食 1万5千食
･ｶｲﾛ 8,000～10,000個 ・手延べ素麺 ５万食 ほか

②海外企業等 合計 ４ 件
〈主なもの〉
・ラーメン 180万食 ・ジャンパー 1,600点
・マスク 10万枚 ・肌着 500点 ・寝袋 250個 ほか

３月14日 ・現地の指示に応じ､特定物資を搬送 同左

※ ３/22 宮城県より支援物資(水以外)について受入可能の連絡
３/23～ 物資を集積 ３/25～ 順次搬送開始
３/30～ 宮城県側のｽﾄｯｸ･ﾎﾟｲﾝﾄがほぼ満杯のため､現地の指示により
搬送を縮小（特定物資に限定)

４/４～ 宮城県側が当面の間、食料品（手間をかけずに食べられ､
日持ちのするもの）を除き救援物資の受入れを停止したため、
受付を縮小

○ 義援金の仲介
兵庫県中小企業団体中央会が街頭募金活動を実施
（３/15･16 神戸・三宮､元町）
ひょうごツーリズム協会が街頭募金活動を実施
（３/29 神戸・三宮など）

対 応
部局名 支援項目 取組の現状 開始時期

－ 9 －
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被災地支援の状況

（３）避難所対策 ①物的支援（その４）

当面（今後１週間） その後

農政環境部 かまどごはん炊き出し支
援の実施

21,000食に必要な物資（精米を除く）は、三木防災公園内の集積場所に
搬入済み（３月24日）

３月15日～ 精米は要請状況に応じて発注 要請があり次第、精米を調達（２日程
度）後、要請先に発送

農政環境部 飲食料品の供給 仙台赤十字病院向けとして、食料品を調達し供給を実施（3/18出発）
・飲料 9,600本
・パン 8,000個

石巻赤十字病院向けとして、食料品を調達し供給を実施（3/22出発）
・飲料 9,600本
・パン 10,000個
・冷凍おにぎり 9,600個

【松島町避難所向け】
①炊き出しボランティア派遣第２陣持参物資（バス等に混載）として、食料
品を調達し供給を実施（3/23出発）
・パン 330個
・インスタントみそ汁 2,000個
②炊き出しボランティア派遣隊第３陣持参物資（バス等に混載）として、食
料品を調達し供給を実施（3/28出発）
・パン 500個
・インスタントみそ汁 600個
・カップ麺 504個
・レトルトスープ 100袋（500人分）
・飲料 1,440本

３月15日～ 具体的な要請があれば、随時対応 同左

農政環境部 炊き出し用機材の提供 要請があれば対応

（提供機材）
･大鍋（直径45cm×深さ20cm程度） 137個（既存37＋購入100）

※既存分の集積・搬送準備（３月16日）
各普及センターに配置している炊き出し用機材（大鍋）を、加西普及セ
ンターに集積・梱包し、いつでも搬送できるよう準備完了

※購入分の集積・搬送準備（３月19日）
炊き出し用機材（大鍋）100個を購入し、三木総合防災公園に集積し、
いつでも搬送できるよう準備完了

３月15日～
・既存分の集積・搬送準
備
・購入分の調達・搬送準
備

今後具体的な要請があれば、随時対応

部局名 支援項目 取組の現状 開始時期
対 応

－ 10 －
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被災地支援の状況

（３）避難所対策 ②避難者対策（その１）

当面（今後１週間） その後

産業労働部 被災地外国人の支援 被災地外国人の支援の必要性等について、被災６県（宮城県・岩手県・
福島県・青森県・茨城県・千葉県）の国際担当課と連絡・情報交換を行
い、以下の申し出・情報提供を行った。
・震災発生時の当面の対応にかかる参考情報及び中長期対応への震災
復興資料の提供
・今後の被災外国人支援・国際援助等にかかる経験・ノウハウの提供や
必要な支援

被災外国人への情報提供等の支援を行うため、支援チーム（国際交流
協会内）を立ち上げ、適宜、資料・ノウハウを提供中

３月16日

３月18日

農政環境部
（環境担当）

バキューム車の派遣 3/16 宮城県からバキューム車の支援要請あり。

・市町分
８市町（神戸市、姫路市、明石市、加古川市、三田市、加西市、朝来
市、香美町）から９台可能なことを把握
※収集したし尿については、山形県、秋田県等の近隣県の市町村で処
理を行う予定。

・兵庫県環境整備事業協同組合分
７台派遣（全国環境整備事業協同組合連合会から要請により、岩手県
に派遣）

宮城県から具体的な要請
があれば派遣

３月22日～31日

農政環境部
（環境担当）

仮設トイレの提供（市町
分）

すでに神戸市から仙台市へ390基提供済
※兵庫県分：200基提供済【再掲】

3/16 宮城県から仮設トイレ提供の要請あり。

・西宮市分（100基）、佐用町分（43基）出発
・佐用町分（29基）出発

10市町（尼崎市、姫路市、洲本市、西宮市、洲本市、芦屋市、相生市、
加古川市、丹波市、猪名川町、播磨町）から1138基(仮設トイレ38基、簡
易トイレ1100個）提供可能であることを把握済

３月13日

３月18日
３月22日

今後具体的な要請があれば、随時対応

部局名 支援項目 取組の現状 開始時期
対 応

「兵庫県被災地外国人支援チーム」（国際交流協会内）において、以下の支援を
実施。
・ＮＰＯ等と連携した多言語情報提供
ＮＰＯグループ設置の「東北地方太平洋沖地震多言語支援センター」(大津市)
等と協力し、多言語での外国人への情報提供に必要な連携を実施（翻訳支援
・情報連携等）。
また、ＨＹＯＧＯ Ｑｕｉｃｋ Ｉｎｆｏやホームページ等を通じ、災害関連情報や義援
金募集等の情報を内外に発信。
・その他、兵庫方面への待避外国人へのインフォメーションセンター等による情
報提供・相談等の実施
・被災県への経験・ノウハウの提供

－ 11 －
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被災地支援の状況

（３）避難所対策 ②避難者対策（その２）

当面（今後１週間） その後

健康福祉部 避難者の健康対策支援
（厚生労働省からの要請）

市町保健師等と連携し、合計10班20名の保健師を宮城県に派遣し、被
災住民の健康チェック、健康相談活動を実施中

○県保健師
・３月14日～17日 １班２名が活動を実施（仙台市若林区六郷市民

センター）
・３月18日～24日 ２班４名が活動を実施（仙台市若林区六郷市民

センター）
・３月24日～28日 ３班６名が活動を実施（石巻市、気仙沼市、

南三陸町、各１班２名）
・３月29日～４月２日 ３班８名が活動を実施（石巻市、気仙沼市：

各１班２名、南三陸町：１班４名）
・４月３日～ ３班６名が活動を実施中（石巻市、気仙沼市：

南三陸町、各１班２名）
◇市町保健師
・３月16日～ 姫路市の保健師（１班２名）が活動を実施中
・３月17日～ 西宮市の保健師（１班２名）が活動を実施中
・３月20日～ 神戸市、尼崎市の保健師（神戸市：２班４名、

尼崎市１班２名）が活動を実施中
・３月23日～ 仙台市若林区での県保健師の活動を引き継ぐ形

で、市町保健師（２班４名）が活動を実施中
◇兵庫県看護協会
・３月17日～19日 兵庫県看護協会ボランティアが、県派遣保健師と

連携して看護活動を実施（看護師３名）
・４月３日～ 兵庫県看護協会ボランティアが、気仙沼市の避難

所等で健康相談を実施（看護師６名）

３月14日 ○県保健師
３班６名体制で派遣継続

◇市町保健師
・神戸市、姫路市、西宮市、尼崎市
及び各市町の保健師の派遣継続
（計７班14名）

◇兵庫県看護協会
・兵庫県看護協会ボランティアの
看護師の派遣継続（１班６名）

合計11班26名が活動予定

○県管理栄養士
・4月８日出発 ２名が活動予定
（石巻市、南三陸町 各１名）

４月末まで派遣予定

健康福祉部
病院局

こころのケア支援
（厚生労働省からの要請）

○こころのケアに関する助言指導や、避難所等におけるこころのケア相
談、診療業務などを行うための専門家からなる「こころのケアチーム」が活
動中

【第１期（３月18日～25日）】
【第２期（３月24日～31日）】
【第３期（３月30日～４月６日）】
【第４期（４月５日～12日）】
・体制：精神科医、保健師、看護師、精神保健福祉士等 ６名
・場所：仙台市宮城野区内の避難所を巡回
・原則として１週間交代

○宮城県のこころのケア対策への助言指導のため、兵庫県こころのケア
センター加藤副センター長を派遣（３月29日～４月３日）

３月18日 こころのケアチーム６名体制で派遣継続 ・４月以降も派遣予定

県土整備部
（まちづくり）

こころのケア支援
（淡路景観園芸学校園芸
療法課程の活用）

ボランティア等に対する研修
被災者のこころのケアに携わろうとしているボランティア等
に対する必要な知識・技術と園芸療法の基礎研修を予定

４／９(土)
対象：園芸療法士
４／２３(土)、２４(日)
対象：ボランティア

ボランティア等に対する研修を実施予
定
（４月中）

被災者に対する園芸療法の実施
避難所や仮設住宅等での生活状
況を把握しながら、研修を受けた
ボランティア等を避難所等に派遣

部局名 支援項目 取組の現状 開始時期
対 応

－ 12 －
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被災地支援の状況

（３）避難所対策 ②避難者対策（その３）

当面（今後１週間） その後

健康福祉部 要保護児童への支援対策
（厚生労働省からの要請）

宮城県内の避難所等を巡回し、要保護児童の情報収集や、子どもの心
のケア等を実施予定。
・派遣人員 児童心理司２名
・派遣期間 ４月５日～９日（４月４日出発）

※以降、順次交代して派遣

４月５日 同左

健康福祉部 災害時要援護者対策支
援（福祉施設等への職員
応援、福祉業務職員の応
援等）

【福祉施設等への職員応援】
被災地からの要請に基づき、厚生労働省が職員の派遣・受入を調整す
る仕組みとなっており、要請等に基づき実施

現地支援本部による被災
地のニーズ・被災県から
の要請等に基づき実施

同左 【派遣可能人数】
各事業団体は「職員の安全に配慮しつ
つ可能な限り派遣したい。」との意向で
あることから、半年間、各入所施設から１
名程度、１週間派遣するとして試算

【要援護者（児）の県内施設での受入れ】
・宮城県に現地コーディネーターを派遣（３月19日～24日）し、被災地の
ニーズを把握するとともに、児童・障害・高齢者施設協会と県内施設での
受入体制を調整
・兵庫県、宮城県の各施設協会がカウンターパート-ナーとなって、受入
れを調整する仕組みを構築

現地支援本部による被災
地のニーズに基づき実施

同左 同左

【要援護者（児）の受入可能人数】

部局名 支援項目 取組の現状 開始時期
対 応

施設数
派遣可能
人数

高齢者施設 304 304人 11～12人 × 26週

障害者(児)施設 118 118人 4～5人 × 26週

児童施設 16 26人 1人 × 26週

計 － 448人

派遣形態

施設種別
受入可能
要援護者(児)数

備 考

特別養護老人ホーム 1,040人 ショート含む

介護老人保健施設 338人

介護療養型医療施設 95人

養護老人ホーム 188人

軽費老人ホーム等 618人

障害者支援施設等 384人

知的障害児施設 25人

重症心身障害児施設 54人

肢体不自由児施設 4人

児童養護施設 52人 神戸市内を除く

乳児院 5人 神戸市内を除く

里親等 150人 神戸市内を除く

計 2,953人

児童施設

高齢者施設

障害者(児)施設

－ 13 －
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被災地支援の状況

（３）避難所対策 ③ボランティア（その１）

当面（今後１週間） その後

企画県民部 ボランティアの受入支援、
救援ボランティアの派遣

①救援ボランティアの派遣
(a)ボランティア先遣隊
日 時 ３月18日(金)～20日(日)
派 遣 先 宮城県松島町避難所

①松島町温水プール美遊(約２００人）
②品井沼農村環境改善センター(約120人）
③手樽地域交流センター(約60人）

派遣ﾒﾝﾊﾞｰ 医師､看護師､鍼灸師、柔道整復師、
県職員･県職員OB等

人 数 77名(バス４台）
※各避難所において、健康診断等の避難者のケア、子どもの遊び、
避難者ニーズの聞き取り調査、避難者の受入れ支援等を実施

(b)炊き出しボランティア等の派遣
日 時 ３月23日（水）～25日（金）
派 遣 先 宮城県松島町避難所（松島町温水プール美遊等）
派遣ﾒﾝﾊﾞｰ 兵庫県ご当地グルメ連絡協議会、

姫路おでん協同組合等
人 数 34人
派遣規模 バス２台・トラック１台
(c)一般ボランティアの派遣
日 時 ３月28日(月)～31日(木) [活動日29日～30日]
派 遣 先 宮城県松島町､東松島市
活動内容 家屋等の端材処理、家具搬出、泥だし 等
人 数 69人(バス４台）

①３月19日 ①現地ニーズを踏まえ順次派遣予定 ①同左

(d)一般ボランティアの派遣（第２回）
日 時 ４月６日(水)～９日（土） ［活動日７～８日］
派 遣 先 宮城県石巻市内
活動内容 学校再開のための支援

（教室・体育館等での教育機材等搬出 等）
人 数 94人（バス５台）

※県立舞子高校環境防災科の教員・生徒20人を含む

対 応
部局名 支援項目 取組の現状 開始時期

－ 14 －
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被災地支援の状況
（３）避難所対策 ③ボランティア（その２）

当面（今後１週間） その後

企画県民部 ボランティアの受入支援、
救援ボランティアの派遣
（つづき）

②ボランティアコーディネーターの派遣
(a)第１クールの派遣
期 間 ３月18日(金)～25日(金)
人 数 近畿ブロック10人、中四国ブロック６人
派 遣 先 宮城県社会福祉協議会
(b)第２クールの派遣
期 間 ３月23日(水)～28日(月)
人 数 県・市町社会福祉協議会４人
派 遣 先 宮城県現地支援本部（石巻市、気仙沼市、南三陸町）
(c)第３クールの派遣
期 間 ３月26日(土)～４月２日(土)
人 数 県・市町社会福祉協議会10人
派 遣 先 宮城県現地支援本部（石巻市、気仙沼市、南三陸町）等
(d)第４クールの派遣
期 間 ３月30日(水)～４月６日(水)
人 数 県・市町社会福祉協議会12人
派 遣 先 宮城県現地支援本部(石巻市、気仙沼市、南三陸町)等
(e)第５クールの派遣
期 間 ４月３日(日)～４月10日(日)
人 数 県・市町社会福祉協議会12人
派 遣 先 宮城県現地支援本部（石巻市、気仙沼市、南三陸町）等

③兵庫県のボランタリープラザHPにおける情報提供（H23.3.12開設済）
※兵庫県等の義援金、寄付金の受付先等の情報提供

②３月19日

③３月12日開設

④３月17日開催

②要請を踏まえ調整

(ｆ)第６クールの派遣
期間 ４月７日(木)～４月14日(木)
人数 県・市町社会福祉協議会６人
派遣先 宮城県現地支援本部
（石巻市、気仙沼市、南三陸町）

③随時更新

②同左

③随時更新

④災害救援ボランティア活動支援関係団体連絡会議開催
具体のボランティア募集・派遣方法について検討
※構成メンバー：コープこうべ、日本赤十字、兵庫県商工会議所、
青年会議所等

企画県民部 県職員ボランティアの派
遣の検討

前々頁①(a)の先遣隊に県職員等を派遣
（日 時 ３月18日(金)～20日(日)）
・地域協働課 ４名
・企画県民部 ４名
・ボランタリープラザ ２名
・県社協 ３名
前々頁①(b)の炊きだしボランティア等に県職員等を派遣
（日 時 ３月23日(水)～25日(金)）
・地域協働課 １名
・ボランタリープラザ ３名
前々頁①(c)の一般ボランティアに県職員等を派遣
(日 時 ３月28日(月)～31日(木))
・地域協働課 ３名
・ボランタリープラザ ２名
前々頁①(d)の一般ボランティアに県職員等を派遣
(日 時 ４月６日(水)～９日(土))
・県民生活課 １名
・ボランタリープラザ ４名

３月19日派遣 要請を踏まえ検討 同左

開始時期
対 応

部局名 支援項目 取組の現状

－ 15 －
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被災地支援の状況

（４）被災住宅対策（その１）

当面（今後１週間） その後

県土整備部
（まちづくり）

応急危険度判定支援
・被災建築物応急危険度
判定士の派遣
（国土交通省からの要
請）

支援時期（期間）、支援地域は、今後、国土交通省からの要請に応じ対
応

未定
（国土交通省からの要請
に応じ対応。）

同左 同左

県土整備部
（まちづくり）

・被災宅地危険度判定士
の派遣
（国土交通省からの要
請）

支援時期（期間）、支援地域は、今後、国土交通省からの要請に応じ対
応
（判定士の派遣可能人数は集約済・15名）

未定
（国土交通省からの要請
に応じ対応）

同左 同左

県土整備部
（まちづくり）

応急仮設住宅の建設への
支援
（国土交通省からの要
請）

国土交通省からの派遣要請（３月14日）を受けて、宮城県に応急仮設住
宅建設の支援を行う職員を派遣

・３月18日から第１班３名を派遣（～３／31）
・３月29日から第２班３名を派遣（～４／15）

３月18日 ４月末まで３名を３交替で派遣予定 同左

企画県民部
（防災）

家屋被害認定支援
・家屋被害認定士の派遣

家屋被害調査に派遣可能な市町職員の人数を調査 要請があり次第実施
（概ね発災後、２週間経
過以降）

受け入れの可否の調整

農政環境部
（環境担当）

災害廃棄物の処理支援
（ごみ収集車等の派遣、
焼却処理の応援）

豊岡市がダンプ車４台を宮城県美里町へ派遣

要請があれば、県内市町と応援の調整を行い、実施する。

・28市町等（神戸市、姫路市等）からパッカー車等57台可能なことを把握

３月17日

開始時期
対 応

部局名 支援項目 取組の現状

－ 16 －
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被災地支援の状況

（４）被災住宅対策（その２）

当面（今後１週間） その後

農政環境部
（環境担当）

災害廃棄物処理経験職
員の派遣

災害廃棄物処理の助言を行うため、兵庫県職員等を派遣

・3月16日～20日 環境整備課職員3名を宮城県庁に派遣
・3月23日～30日 環境管理局職員等3名を現地支援本部（気仙沼市、
南三陸町、石巻市）に派遣
・3月28日～４月４日 環境管理局職員、尼崎市・西宮市・宝塚市職員、
計6名を現地支援本部に派遣

３月16日

農政環境部
（環境担当）

破砕機の提供 要請があれば、環境整備課が被災県と調整を行い、近畿工業(株)より必
要な市町村へ提供する。県と近畿工業(株)の協議開始

農政環境部
（環境担当）

汚泥吸引車の派遣
（兵庫県環境整備事業協
同組合）

具体の要請の後、１週間程度派遣（現在、準備中）

県土整備部
（まちづくり）

被災者の受け入れ（公営
住宅の一時入居受け入れ
等）

【期間】
被災市町における仮設住宅、恒久住宅等の被災者受入れ住宅が完成
するまでの間
【提供可能戸数】
県営住宅１，２００戸 ・一般被災者用：100戸

・人工透析が必要な被災者用：100戸
・応急仮設住宅用：1,000戸

（参考）市町営住宅（神戸市を除く）： 269戸（４月６日現在）
神戸市営住宅：500戸（４月６日現在）

【入居戸数】
３０戸（４月６日現在）
（参考）市町営住宅入居戸数（神戸市を除く）：23戸（４月６日現在）
神戸市営住宅入居戸数：81戸（４月６日現在）

【取組状況】
・３月17日9:00から 受付開始
・３月18日から 随時住宅斡旋中
・３月25日から人工透析が必要な被災者からの受付開始

３月17日 随時住宅斡旋

企画県民部 地方職員共済組合宿泊
施設「瑞宝園」での被災者
受入れ

平日を中心に空室の範囲内で被災者を受入れ
【受入可能数】
和室２室、10名 （予約状況により、提供数を随時調整）
【受入形態】
宿泊料は無料、食事代は実費を被災者が負担
申込は瑞宝園で直接受け付け
※ 地方職員共済組合本部の方針に基づき、全国の地方公務員共済
組合等55施設で受入れ（県内は瑞宝園の他、ひょうご共済会館、
ゆめ春来の３施設）

３月22日(申込受付開始)

対 応
部局名 支援項目 取組の現状 開始時期

－ 17 －
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被災地支援の状況

（５）現場応急対策（その１）

当面（今後１週間） その後

企画県民部
（防災）

先遣隊の派遣 兵庫県職員を派遣し、現地連絡所を開設
（関西広域連合の現地連絡所としても機能）

派遣を行う期間は、概ね２か月程度
（２か月経過後に再度検討）

県土整備部 先遣隊による状況・ニーズ把握
・先遣隊（４名）を派遣し、以下について調査、把握、確認
ア）土木施設の被災状況（総量、重点分野等）
イ）測量設計・建設業界の対応能力
ウ）執行体制（被災地との協力体制、県の組織体制、現地事務所
の状況等）

３月17日～20日 ・宮城県の意向及び先遣隊の調査結果
を踏まえ、各フェーズ（緊急・応急期、復
旧期）ごとの必要な支援内容を検討

応急復旧対策支援へ反映

県土整備部 下水道施設被災状況調
査

・全国ルール（「下水道事業における災害時支援ルール」）に基づき、調
査班を宮城県内の３市町（東松島市、美里町、松島町）に派遣し、以下の
調査を実施中。
ア）管路及び人孔の損傷状況
イ）緊急対応の必要性の有無
【１次派遣】
・日 時 ： ３月22日～29日
・構 成 ： ４班12名（県職員２名、西宮市ほか５市職員10名）
・派遣先： 東松島市、美里町、松島町
【２次派遣】
・日 時 ： ３月27日～４月３日
・構 成 ： １班４名（たつの市職員４名）
・派遣先： 東松島市
【３次派遣】
・日 時 ： ４月１日～４月８日
・構 成 ： １班３名（川西市職員３名）
・派遣先： 東松島市

3月22日～ ・下水道現地支援本部（国土交通省が
設置）と調整等を行い、職員を派遣。

必要に応じて４次派遣を行う。

開始時期
対 応

支援項目 取組の現状部局名

支援項目 派遣先 期 間

被災地のニーズ把握 ３名（第１陣） 宮城県 3/13～18

3/17～22（２名）

3/18～24（３名）

３名（第３陣） 宮城県 3/23～29

３名 （第４陣） 宮城県 3/28～4/3

３名 （第５陣） 宮城県 4/2～8（予定）

人 数

５名（第２陣） 宮城県

－ 18 －
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被災地支援の状況
（５）現場応急対策（その２）

当面（今後１週間） その後

企画県民部
（防災）

人と防災未来センター職
員の派遣

先遣隊：３月14日～17日（３名）（うち１名は24日まで）
・今後の災害対応への課題や支援についての調査を目的として、宮
城県へ研究員を派遣
第２団：３月21日～23日（センター長ほか１名）
・宮城県災害対策本部の支援
・宮城県知事をはじめとする関係者への専門的助言等の実施
（H23.3.23提言書を提出）
第３団：３月23日～27日（２名）
第４団：３月26日～４月１日（３名）
第５団：３月30日～４月３日（２名）
・第３団以降は、政府現地対策本部及び宮城県災害対策本部に常駐。
政府現対本部からの依頼に応じて阪神・淡路大震災時の状況、経験及
び今回の災害に関する課題・留意点等について、資料作成、会議等で
のレクチャーを実施（避難所、ライフライン、学校復旧、ガレキ処理、災害
関連死、県外避難者等）

３月14日～ ・継続して研究員等を派遣し、現地支援
を実施。

引き続き派遣予定

対 応
部局名 支援項目 取組の現状 開始時期

－ 19 －
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被災地支援の状況

（５）現場応急対策（その３）

当面（今後１週間） その後

県土整備部 土木技術職員の常駐派遣今後の要請に備え、宮城県土木部局のニーズ把握や連絡調整をするた
め、現地対策本部に土木職員を常駐させる。

３月23日から 現地対策本部に土木技術職員１名を派
遣

本格的な支援隊派遣まで継続する。

県土整備部 応急復旧工事の支援
①工事資材等の支援

宮城県から大型土嚢袋（５万袋）の資材支援要請（３月21日）に対して、
第１次提供として３月25日に本県・徳島県・鳥取県の３県で約３万袋を提
供。さらに、第２次提供として、３月31日に約１万袋を提供済。

第１次提供： ３月25日

第２次提供： ３月31日

第３次提供として、４月１２日頃に約
1,700袋を提供予定

第４次として徳島県からの6,500袋の提
供により、約５万袋を達成する。

県土整備部 応急復旧工事の支援
②応急復旧工事の立案・
実施支援

４月１日に、宮城県知事から兵庫県知事あてに復旧対策に係る土木技術
職員の派遣の正式要請があった。

〔依頼内容〕
・ 職種及び人員 土木技術職員 ３人
・ 業務 道路、河川等災害復旧業務

（積算、現地被災箇所調査）
・ 期間 ４月11日～４月28日

４月11日～ ４月11日から土木技術職員を３名派遣 当面４月28日まで土木技術職員を３名
派遣

開始時期
対 応

部局名 支援項目 取組の現状

１次
(3/25)

２次
(3/31)

３次
（４月上旬）

４次
（４月下旬）

合計

兵庫県 20,900 9,100 － － 30,000

徳島県 2,400 1,100 － 6,500 10,000

鳥取県 6,600 1,700 1,700 10,000

合 計 29,900 11,900 1,700 6,500 50,000

（注）兵庫県は、県、市町、建設業協会等の提供

－ 20 －
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被災地支援の状況

（５）現場応急対策（その４）

当面（今後１週間） その後

県土整備部
（まちづくり）

緊急的な建築制限等の提
案

○被災3県に対する緊急的な建築制限等の提案
土地区画整理事業等の都市計画の決定に時間を要することから、被災
市街地復興特別措置法による建築制限の活用等を提案

(提案内容）
① 緊急避難的建築制限 （建築基準法第84条）
ア 被災市街地のうち、土地区画整理事業等の必要な区域の指定
イ 同区域内における建築物の建築を制限又は禁止
〔建築制限の期間〕
災害発生の日から1ヶ月以内（1ヶ月延長可能）＝最大２ヶ月
〔制限主体〕特定行政庁

↓
② 被災市街地復興推進地域の都市計画決定（都市計画法第10条の
4、被災市街地復興特別措置法）
ア 面的整備が必要な区域を定め、緊急復興方針を策定
(※具体的な事業手法の決定は不要)
イ 上記の区域における建築行為等を制限
〔建築制限の期間〕
災害発生の日から２年以内（都市計画で決定）
〔都計主体〕市町村

↓
③ 土地区画整理事業等の都市計画決定（都市計画法第12条、土地区
画整理法等）
被災市街地復興推進地域で定めた期間内（2年以内）に、土地区画整
理や市街地再開発等の具体的な市街地開発事業の内容について都市
計画決定を行う。

３月16日
・広域防災局から現地事
務所を通じて被災3県（宮
城、岩手、福島）災害対
策本部に提供済
・都市計画課からも被災3
県都市計画担当課に送
付済

被災地からの問い合わせがあれば随時
対応

○宮城県及び釜石市からの要請に応じ、復興都市計画の決定手法等に
関係する人員派遣
（１）釜石市
３月24日（木）～28日（月）
２名派遣

（２）宮城県庁
３月27日（日）～30日（水）
２名派遣

３月24日

対 応
部局名 支援項目 取組の現状 開始時期

－ 21 －
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被災地支援の状況

（６）ライフラインの復旧

当面（今後１週間） その後

企業庁 保存飲料水、ポリタンク等 給水を受けられない住民への保存飲料水の供給およびポリタンク等の供
給
＜３月13、18日＞【再掲】 ＜３月23日＞
・保存飲料水 30,400本 ・保存飲料水 120本
・ポリタンク 750個 ・ポリタンク（飲料水入） 20個
・ポリ袋 3,000枚 ※ 救援ボランティア派遣（第２陣）

に併せて供給

３月13日～
・現地派遣職員、ボランティア対応用の
飲料水等を随時提供。

・同左

企業庁 水道の復旧（給水車の派
遣、職員の応援等）

日本水道協会の要請に基づき、県内21市３町３企業団（27団体）の給水
車等の派遣を実施
＜４月６日現在＞
・給水車 27台（現在活動中10台）
・派遣職員 延べ263人
・派遣先 ： 岩手県（宮城県、茨城県、千葉県は撤退済）

３月12日～ 市町給水車、職員の派遣等を継続 要請を踏まえ、調整

（７）遺体の対応

当面（今後１週間） その後

健康福祉部 監察医の応援（死体検
案）

・３月11日に警察庁が死体検案への協力を日本法医学会に要請。日本
法医学会が中心となって、関東・甲信越・中部地域から、順次、法医学医
を被災地に派遣し、死体検案を実施
・３月19日に兵庫県監察医に対し、福島県内で死体検案活動を実施する
よう要請が有り、３月21日から28日まで福島県相馬市及び南相馬市の遺
体安置所で死体検案を実施

３月21日

健康福祉部 遺体の火葬受け付け 県内市町の火葬場の受入可能数を調査済み

【調査結果】
県内火葬場51施設のうち、27施設（122体/日）が受け入れ可能

現地支援本部による被災
地のニーズ・被災県から
の要請等に基づき実施

同左 同左

対 応
部局名 支援項目 取組の現状 開始時期

部局名 支援項目 取組の現状 開始時期
対 応

－ 22 －
31



被災地支援の状況

（８）教育対策（その１）

当面（今後１週間） その後

教育委員会 震災・学校支援チーム（Ｅ
ＡＲＴＨ）の派遣

３月12日 震災・学校支援チーム（EARTH）員３名に対して、被災地派遣
に備えての準備を指示
岩手県、宮城県、福島県（連絡途絶のため文部科学省を通じ
て）に対して、EARTHハンドブック（災害時の学校対応マニュア
ル）等の資料提供するとともに、学校再開等に経験のある教員
（EARTH）の派遣準備があることを連絡

３月14日 宮城県教育庁から、県教育委員会に震災・学校支援チーム
（ＥＡＲＴＨ）の派遣要請

３月15日 ＥＡＲＴＨ３名を当面１週間をめどに宮城県教育庁に派遣
（内容）
・避難所となった学校の避難所運営支援
・早期の学校再開が見込まれる地域の学校再開支援
・被災した児童生徒の心のケア支援

３月16日 宮城県教育庁を訪問し、避難所運営や心のケアに関して打合
せ後、南三陸町に向かう。
志津川中学校（約1,000人が避難）に移動。車中泊。

３月17日 南三陸町にて、町職員・学校関係者等と避難所運営の状況に
ついて打合せ

３月18日 宮城県教育庁にて、今後の支援の方向性について打合せ
３月19日 帰庁

３月12日～ ・宮城県教委と調整の上、児童生徒の
心のケアの支援に係る派遣について
検討

※岩手県：調整中（県教委からの派遣
要請はない）

福島県：原子力発電所の問題が収
まり次第、派遣要請につい
て検討される見込み

３月20日 ・帰庁した震災・学校支援チーム（EARTH)の現地活動に係る
報告（記者会見）
・「災害を受けた子どもたちの心の理解とケア（研修資料）」の
作成について記者発表の上、EARTH第二次派遣で宮城県
へ提供

３月21日 第２次派遣第１陣（３名×２班）が宮城県に向け出発
３月22日 第２次派遣第１陣（３名×２班）が宮城県教育庁を訪問後、各

避難所へ向け出発
第２次派遣第２陣（３名×１班）が宮城県に向け出発

３月23日、24日
第２次派遣（３名×３班）が気仙沼市、東松島市、石巻市で避
難所運営支援、教育の早期再開・心のケアについての情報
交換

３月25日 第２次派遣（３名×２班）帰庁
３月26日 第２次派遣（３名×１班）帰庁

教育委員会 文化財等の復旧及び被災
施設復旧に係る埋蔵文化
発掘調査

3月14日 文化庁に対して、文化財等支援委員会の設置等による体
制整備について、助言及び資料提供

３月30日 文化庁で、被災文化財等救援事業（文化財レスキュー事
業）の実施決定（事業の実施期間H23.4.1～H24.3.31」）
（具体の活動については、文化庁で調整中）

３月14日 文化庁における体制整備について、必
要な助言を行うととともに、文化庁・総務
省の要請により、文化財技師及び埋蔵
文化財技師を派遣

開始時期
対 応

部局名 支援項目 取組の現状

－ 23 －
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被災地支援の状況
（８）教育対策（その２）

当面（今後１週間） その後

教育委員会 県立高等学校生徒ボラン
ティア派遣【再掲】

県立舞子高等学校生徒１８名を派遣（引率教員２名）
・派遣期間 ４月６日（水）～９日（土）
・石巻市内の学校
・学校再開のための支援
（教室・体育館等で机、椅子等の搬出、泥だし等）

４月６日

（９）被災市町支援

当面（今後１週間） その後

兵庫県
県内市町

宮城県北部沿岸市町支
援本部の設置

宮城県庁内に設置している現地支援本部に加え、被災地の現場ニーズ
に即応するため、宮城県内３市町に支援本部を開設し、被災市町の支援
ニーズ調査、避難所の巡回・運営ノウハウの伝達、保健・医療・福祉、仮
設住宅、ガレキ処理、ボランティアコーディネートなど専門的な相談・対応
により被災地の課題解決を直接支援する。

○現地支援本部
１ 体 制 ： 県職員等 15名程度×３箇所
２ 開設場所 ： 気仙沼市、石巻市、南三陸町
３ 職員派遣 （１週間程度で入替）
【第１陣】 ①先遣隊（４名×３箇所） ： ３月22日15:00出発
②本 隊（３箇所計31名） ： ３月23日15:00出発

【第２陣】 本 隊（３箇所計59名） ： ３月28日15:00出発
【第３陣】 本 隊（３箇所計98名） ： ４月２日15:00出発

（一部再掲）
○行政対応事例集の提供（３月26日）
行政職員向けに、阪神・淡路大震災の行政対応事例集を集めた
「阪神・淡路大震災 災害対策事例集（応急・復旧対策編）」を作成し、
宮城県、岩手県、福島県に提供

３月22日
【第４陣】
本 隊（３箇所計114名）

４月８日15:00出発予
定

兵庫県
県内市町

その他市町への派遣 １ 派 遣 先 ： 岩手県釜石市
２ 派遣期間 ： ３月24日～28日
３ 体 制 ： 県職員等 ５名
４ 支援内容 ： 災害救助事務支援（県１名、佐用町２名）

都市計画事務支援（県２名）【再掲】

３月24日出発

対 応

対 応

部局名 支援項目 取組の現状 開始時期

部局名 支援項目 取組の現状 開始時期

－ 24 －
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１ 物的支援 ２ 人的支援（つづき）

支 援 項 目 担当課名 担当係名 内線 頁 ・こころのケア支援 障害福祉課 精神医療係 3076 １２

・医薬品の提供
医務課
薬務課

企画調整係 3219
3305

６
・災害時要援護者対策支援（福祉施設等へ
の職員応援、福祉業務職員の応援等）

高齢社会課
障害者支援課
児童課

高年施設係
障害施設係
児童施設係

2950
2967
2982

１３

・防疫対策支援（クレゾール、
逆性石けん等物資支援）

疾病対策課
薬務課

3289
3305

６
・ボランティアの受け入れ支援、
救援ボランティアの派遣

地域協働課
職員課

県民運動支援係
福利厚生係

2725
2585

１５

・救援物資の提供（食料、飲料水、毛布、
ブルーシート、仮設トイレ等）

災害対策課
企業庁水道課

指導係
利水調整係

5383
5436

７ ・県職員ボランティアの派遣の検討 職員課 福利厚生係 2585 １６

・ベビー用品の提供 健康増進課 健康政策係 2767 ７ ・被災建築物応急危険度判定士の派遣 建築指導課 防災耐震係 4736 １７

・防寒着の提供 消防課 078-362-3656 ７ ・被災宅地危険度判定士の派遣 開発調整室 審査係 4849 １７

・衛星携帯電話の貸出し 消防課 078-362-3656 ８ ・応急仮設住宅の建設への支援 公営住宅課 計画係 4756 １７

・見舞金の送付 防災企画課 防災事業係 5352 ８ ・家屋被害認定士の派遣 災害対策課 指導係 5383 １７

・義援金の募集 防災企画課 防災事業係 5352 ８
・災害廃棄物の処理支援（ごみ収集車等の
派遣、焼却処理の応援）

環境整備課 廃棄物指導係 3349 １７

・災害関連資材の調達 産業労働部総務課 企画調整係 3513 ８ ・災害廃棄物処理経験職員の派遣 環境整備課 廃棄物指導係 3349 １８

・県内企業や本県ゆかりの海外地域など
からの支援物資・義援金等の仲介

新産業課
国際交流課

産学連携企画係
交流企画係

3527
2095

９ ・先遣隊の派遣
防災企画課
技術企画課

防災事業係
企画係

5352
4331

１９

・かまどごはん炊き出し支援の実施 総合農政課 県民運動支援係 4051 １０ ・下水道施設被災状況調査 下水道課 計画係 4500 １９

・飲食料品の供給 消費流通課 食品安全係 4049 １０ ・人と防災未来センター職員の派遣 防災企画課 調整係 3161 ２０

・炊き出し用機材の提供 農業改良課 普及係 3987 １０ ・土木技術職員の常駐派遣 技術企画課 4329 ２１

・バキューム車の派遣 環境整備課 廃棄物指導係 3349 １１
・応急復旧工事の支援
②応急復旧工事の立案・実施支援

技術企画課 企画係 4331 ２１

・仮設トイレの提供（市町分） 環境整備課 廃棄物指導係 3349 １１ ・緊急的な建築制限等の提案 都市計画課 4654 ２２

・破砕機の提供 環境整備課 廃棄物指導係 3349 １７
・水道の復旧（給水車の派遣、職員の応援
等）

企業庁水道課 利水調整係 5436 ２３

・汚泥吸引車の派遣
（兵庫県環境整備事業協同組合）

環境整備課 廃棄物指導係 3349 １７ ・監察医の応援（死体検案） 医務課 企画調整係 3219 ２３

・応急復旧工事の支援
①工事資材等の支援

技術企画課 4329 ２０
・震災・学校支援チーム（ＥＡＲＴＨ）
の派遣

県教育委員会
教育企画課

防災・情報教育係 5746 ２４

・保存飲料水、ポリタンク等 企業庁水道課 利水調整係 5436 ２２
・文化財等の復旧及び被災施設復旧に係る
埋蔵文化発掘調査

県教育委員会
文化財室

文化財係 5761 ２５

２ 人的支援
・宮城県北部沿岸市町支援本部の設置 災害対策課 被災者支援係 5332 ２５

支 援 項 目 担当課名 担当係名 内線 頁 ・その他市町への派遣 災害対策課 防災係 3140 ２５

・消防活動（緊急消防援助隊の派遣） 消防課 危険物係 3417 １
３ 受入れ

・警察活動（広域緊急援助隊の派遣） 県警災害対策課 078-341-7441 ３ 支 援 項 目 担当課名 担当係名 内線 頁

・ＤＭＡＴの派遣 医務課 企画調整係 3219 ４ ・患者の受入れ 医務課 2830 ６

・救護班（医師、看護師、薬剤師の派遣）
医務課
病院局企画課

企画調整係
医療安全係

3219
3462

４ ・県立衛生研究所の検査支援 疾病対策課 3289 ６

・日赤兵庫県支部の医療救護班の派遣 日赤兵庫県支部 救護福祉課 078-241-1499 ５
・被災者の受入れ（公営住宅の一時入居
受入れ等）

住宅管理課 管理係 4775 １８

・被災地外国人の支援 国際交流課 地域国際化係 2098 １１
・地方職員共済組合宿泊施設「瑞宝園」での
被災者受入れ

職員課 共済業務係 2589 １８

・避難者の健康対策支援 健康増進課 保健指導係 3241 １２ ・遺体の火葬受け付け 生活衛生課 衛生指導係 3266 ２２

・被災地からの牛の受け入れ 畜産課 酪農係 4085 １４

物的・人的支援等別支援項目一覧

－ 25 －
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○ 東日本大震災の被災者に対する兵庫県営住宅の提供等の状況（4/7現在）について

平成 23 年 4 月 7 日 17 時 30 分現在の標記の状況は、下記のとおりです。

記

１ 提供する県営住宅

１,２００戸（うち、すぐ入居可能な住戸１００戸）

※ ３月２６日から、提供する県営住宅の数を６００戸から１，２００戸に増加

２ 提供等の状況

入居決定戸数
入居辞退

戸数

提供可能

戸数
日付 受付件数

鍵渡し

戸数

3/17 82 - （-） - 600

3/18 62 24 （2） 0 576

3/19～21 19 0 （0） 0 576

3/22 20 15 （11） 5 566

3/23 6 4 (3) 3 565

3/24 7 3 (2) 2 564

3/25 2 2 (3) 0 562

3/26～27 1 0 (0) 0 1,162

3/28 3 2 (1) 0 1,160

3/29 3 2 (2) 0 1,158

3/30 2 0 (2) 0 1,158

3/31 2 1 (1) 0 1,157

4/1 4 2 (0) 0 1,155

4/2～3 3 0 (0) 0 1,155

4/4 4 0 (1) 2 1,157

4/5 0 0 (1) 0 1,157

4/6 4 2 (1) 1 1,156

4/7 1 0 (1) 0 1,156

合計 225 57 （31） 13 1,156
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○ 東日本大震災に係る被災地からの避難者受入状況（4/7 現在）について

標記については、現段階で把握しているのは、少なくとも１３８世帯４６１名ですの

でお知らせします。

記

被災地から兵庫県内への避難者受入状況

（４月７日１７時３０分現在）

被災地住民の避難者数
市町等名 受入場所

世帯数 人数

兵庫県 兵庫県営住宅 31 世帯 118 名

神戸市 市営住宅 84 世帯 278 名

明石市 市営住宅 2世帯 7名

西宮市 市営住宅 8世帯 20 名

宝塚市 市営住宅 5世帯 11 名

高砂市 市営住宅 1世帯 5名

三田市 市営住宅 4世帯 12 名

養父市 市営住宅 1世帯 1名

丹波市 市営住宅 2世帯 9名

合 計 138 世帯 461 人
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【関西広域連合（滋賀県）】

○ 東北地方太平洋沖地震への対応について（第 29 報）

このことについて、現在の情報を提供します。

◎主な動きについて

・4/7 関西広域連合現地連絡所職員 第 14 隊 2 名出発

１．避難者の受入

(1) 避難者の受入状況（4月 7日現在）

受け入れ可能施

設
受け入れ実績 退所状況

現在の受け入れ状

況

施設数
可能人

数

避難の

相談件

数 世帯数 人数 世帯数 人数 世帯数 人数

376 4,180 385 52 180 23 93 29 87

(2) 避難者の入居状況（4月 6日現在）

施設 提供戸数 入居戸数

県営住宅 34 戸 1 戸

市町営住宅等(参

考)
87 戸 21 戸

合 計 121 戸 22 戸

２．人員等の派遣

(1) 関西広域連合現地連絡所職員の派遣（要望等情報収集および連絡調整）

3/14～ 会津若松現地連絡所および福島現地連絡所を開設

4/7 時点福島県災害対策本部 3名、 会津若松合同庁舎 2名 計 5名

累計 14 隊 30 名

(2) 避難所支援職員の派遣（避難所の運営支援、被災者の滋賀県受入案内等）

3/22～ 福島市内の各避難所

第 1陣：あづま総合運動公園等 6ヶ所（第 2陣以降 4ヶ所）
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4/7 時点第 6陣：
避難所名 避難者数 派遣職員数(15

名)
あづま総合運動公
園

1000 人 9 名

自治研修センター 200 人 2 人
福島商業高校 79 人 2 人
福島東高校 111 人 2 人

累計 6隊 91 名

(3) 滋賀県緊急消防援助隊の派遣（救急搬送等を実施）

①陸上部隊

3/11～4/1 福島県新地町、南相馬市、二本松市等で活動

4/7 時点活動終了

累計 197 隊 696 名

②航空部隊

3/12～28 福島空港を拠点に上空偵察、救助活動、救急搬送を実施

4/7 時点活動終了

累計 6隊 32 名

(4) 災害派遣医療チーム（DMAT）の派遣

3/11～15 花巻、仙台、石巻、福島、つくば等搬送拠点で活動

4/7 時点活動終了

累計 11 ﾁｰﾑ 62 名

(5) 医療救護班の派遣（被災地の救護所における医療救護活動）

①医療救護班

3/17～ 会津若松市内および周辺市町で活動

4/5～ 彦根市立病院が福島県会津若松市内および会津坂下町の各避難所に支援

4/7 時点 1 ﾁｰﾑ 6名

累計 8 ﾁｰﾑ 41 名

②医療救護班現地調整員（県職員）

3/19～ 現地調整員

4/7点 1名

累計 9名

(6) 給水車の派遣（企業庁）

3/14～23 岩手県大船渡市 給水車（2t）、作業員 2名(数日毎に交代)

4/7 時点活動終了

累計 1台 5名

(7) 保健師等派遣（健康相談や心のケア、衛生面の支援活動等）

3/15～ 仙台市内、福島市内、小野町の避難所で活動

4/3～ 福島県小野町、石川町、田村市で支援

4/7 時点福島県小野町、石川町、田村市で支援 1 ﾁｰﾑ 4～6 名

累計 8 ﾁｰﾑ 33 名
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(8) し尿処理支援

3/20～26 宮城県大崎市（山形県酒田市のし尿処理プラントに搬送）

4/7 時点活動終了

累計 支援車 1台 3名

(9) 管路調査要員の派遣

3/27～4/3 宮城県東松島市、多賀城市内で土木技術職員による管路施設の一次調

査を実施

4/7 時点

累計 1班 県 1名･市町 3名

(10)心のケアチームの派遣（心身の不調をきたした避難住民に対して心の健康相談や治

療など）

4/1～ 福島市、伊達市、二本松市等で活動

4/7 時点 1 ﾁｰﾑ 5 名

累計 2 ﾁｰﾑ 10 名

(11) 医師会からの医師派遣

4/2～ 福島県西郷村 医師 1名、その他 1名

３．物資の提供および搬送

(1) 県備蓄物資の送付

3/14･3/19 毛布 9,300 枚、乾パン 56,192 食、アルファ化米 11,100 食、サバイバ

ルフーズ 7,680 食（協力団体：滋賀県トラック協会）

3/17 医療用医薬品等：内服薬 66 品目約 23,000 個、注射薬 6 品目 100 本、衛

生基材（血圧計、体温計等）53 品目（協力団体：滋賀県トラック協会）

4/5 鳥インフルエンザ対策のため県が備蓄している化学防護服 1,000 着

（支援職員派遣のバスを利用し送付）

(2) 陸上自衛隊等による救援物資の搬送

3/17～ 市町および民間団体からの救援物資受付

4/7 時点申込み 57 件、うち輸送(予定含む)43 件

４．その他県内団体等からの支援

(1) 社団法人滋賀県薬剤師会から薬剤師ボランティアの派遣

3/19～4/4 福島県（福島市、郡山市、田村市）、宮城県（石巻市、南三陸町）に 9

名(累計)派遣

(2) 社団法人滋賀県看護協会から災害支援ナースの派遣

3/24～4/1 宮城県内に看護師 6名（累計）派遣

3/31～4/4 岩手県内に看護師 2名（累計）派遣

40



(3) 滋賀県環境事業協同組合からし尿処理収集車両等の派遣

3/20～26 し尿収集車両等 20 台、作業員 31 名派遣

(4) 社団法人滋賀県薬業協会・滋賀県製薬工業協同組合からの一般用医薬品等の寄附

3/24～ 一般用医薬品等 38 品目(総合感冒薬、下剤、マスク等)約 40,200 個

（総額 34,346 千円分）

(5) アークレイ株式会社からの糖尿病血糖自己測定器の寄附

3/30～ グルコカード Ｇ＋メーター、消毒用脱脂綿等（総額 6,075 千円分）
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災害避難者市町別受け入れ実績（避難所のみ）

施設数 受け入れ可能人数 世帯数 人数

滋賀県 6 112 8 36

国 1 12

個人 209 836 8 34

大津市 2 160

彦根市 3 12

長浜市 22 394

草津市 5 37

東近江市 13 651

近江八幡市 5 42

守山市 2 40

栗東市 1 37

甲賀市 2 42 4 9

野洲市 1 30 1 3

湖南市 6 135

高島市 21 88

米原市 17 249

日野町 12 345 8 22

竜王町 8 213 3 7

愛荘町 20 336 4 20

豊郷町 9 190 6 21

甲良町 8 134 1 1

多賀町 3 85 9 27

合 計 376 4,180 52 180

市町名等

受け入れ実績（累計）施設数

平成23年4月7日17:00現在
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【関西広域連合（京都府）】

○「京都シャトルバス」の到着について

平成２３年４月７日

京都府災害支援対策本部

075-414-5926

本日、東日本大震災による福島県内の被災者のうち、京都府・関西への避難を希望され

る方が京都府庁に到着されますので、お知らせします。

記

１ 到着予定者

福島県からの避難者 ２世帯３名

※ 府職員現地派遣（第４陣）同乗

２ 到着予定日時

平成２３年４月７日（木）午後９時 00 分前後

※ 交通事情等により、時間は前後することがあります。

３ 到着場所

京都府庁２号館前

※ 府庁東門から入構予定

４ 受入先

京都府職員福利厚生センターで問診後、市内宿泊所等に案内予定

【取材に当たってのお願い】

別添のとおり
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※ 到着予定時間 ２1：００前後

東門から入庁し、２号館前に停車します。

1 撮影は、2号館１階玄関付近のみでお願いします。

2 到着後、問診等がありますのでご協力お願いします。

※今回は、避難者の方で囲み取材を受けていただける方はありませんのでご了承願います。

４月７日に京都へ到着される避難者

１ 郡山市在住 ２６歳 男性 ご自宅（郡山市）から

２ いわき市在住 ５６歳 女性
（夫婦）

ご自宅（いわき市）から

６２歳 男性

計 ２世帯３名

東門

北門

取材に当たってのお願い
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○ 東日本大震災にかかる福島県への心のケアチーム派遣について

平成２３年４月７日

京都府災害支援対策本部

健康福祉部健康福祉総務課

０７５－４１４－４５４４

健康福祉部障害者支援課

０７５－４１４－４５９５

福島県の要請により、下記のとおり「心のケアチーム」を派遣することとしましたので、

お知らせします。

１ 派遣職種

医師、看護師、臨床心理士、精神保健福祉士、作業療法士 等

２ 派遣場所

・福島県会津美里町などの避難所（体育館、学校等）

・支援を実施する避難所等については、県及び地元医師会との調整により随時決定

３ 班編制

・京都府精神保健福祉総合センター、府立洛南病院、府立医科大学附属病院、京都

大学医学部附属病院等に勤務する医師、看護師、臨床心理士などオール京都体制

によるチームを編成（１チーム４名体制）

・１チーム５日間現地で支援に従事

４ 派遣期間

第１班：４月１１日（月）京都出発、４月１２日から４月１６日まで現地作業

第２班：４月１６日（土）京都出発、４月１７日から４月２１日まで現地作業

第３班：４月２１日（木）京都出発、４月２２日から４月２６日まで現地作業

第４班：４月２６日（火）京都出発、４月２７日から５月 １日まで現地作業

※５月２日以降の派遣については県と調整中

５ 業務内容

・長びく避難生活で不眠・不安症状を抱える被災者の精神的ショックを和らげるた

めのカウンセリング

・適切な治療を継続できなくなっているおそれのある精神的な疾患を抱えている被

災者への臨時的な治療 など
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１ 相談件数 ４月7日 １３時００分 現在

（京都市への相談件数は除く）

２ 公的施設への入居状況 （参考）

人数 世帯数 人数 世帯数 人数 世帯数 人数 世帯数

311 54 257 199 57 3 1 202人 58世帯 13人 4世帯

府営住宅 132 35 97 118 36 3 1 121人 37世帯 5人 2世帯

府職員住宅等 179 19 160 81 21 0 0 81人 21世帯 8人 2世帯

福島県 - - - 170 48 3 1 173人 49世帯 12人 3世帯

宮城県 - - - 14 6 0 0 14人 6世帯 1人 1世帯

茨城県 - - - 15 3 0 0 15人 3世帯 0人 0世帯

281 64 217 275 70 0 0 275人 70世帯 32人 6世帯

200 63 137 271 69 0 0 271人 69世帯 32人 6世帯

福島県 － － － 198 47 0 0 198人 47世帯 32人 6世帯

宮城県 － － － 69 20 0 0 69人 20世帯 0人 0世帯

岩手県 － － － 3 1 0 0 3人 1世帯 0人 0世帯

茨城県 － － － 1 1 0 0 1人 1世帯 0人 0世帯

81 1 80 4 1 0 0 4人 1世帯 0人 0世帯
内
訳
福島県 - - - 4 1 0 0 4人 1世帯 0人 0世帯

592 118 474 474 127 3 1 477人 128世帯 45人 10世帯

（参考）

170 2 168 10 2 0 0 10人 2世帯 0人 0世帯

24 0 24 0 0 0 0 0人 0世帯 0人 0世帯

- 2 - 2 2 0 0 2人 2世帯 0人 0世帯

- 1 - 4 1 0 0 4人 1世帯 0人 0世帯

786 123 666 490 132 3 1 493人 133世帯 45人 10世帯

３ 民間住宅提供申出件数・戸数（電話受付）

件 戸・室 件 戸・室 件 戸・室

76 158 2 2 78 160

52 63 0 0 52 63

59 66 2 3 61 69

60 89 2 4 62 93

247 376 6 9 253 385

（京都市受付分を除く）

【問い合わせ先】

4月7日

現在入
居
住宅数

3件

受入実績

４月７日 合計

京都市

内
訳

残住宅
数

552件

内
訳

相 談 件 数 （ 件 ）

京 都 府 計

府＋市町村計

京都市以外

市町村計

平 成 ２３ 年 ４ 月 7 日
関西広域連合広域防災局（京都府）
（ 京都府災害支援対策本部 ）

～4月6日

～４月６日

現在までに
退去した人

計

555件

受入可
能住宅
数

東日本大震災等に係る「支援対策総合相談窓口」の状況

京都府災害支援対策本部（支援対策総合相談窓口）

ＴＥＬ；０７５－４１４－５９３０
（府営住宅） 京 都 府 建 設 交 通部 住宅 課

ＴＥＬ；０７５－４１４－５３６６

UR 都 市 機 構

国 家 公 務 員 宿 舎

中 丹 ・ 丹 後 地 域

総 合 計

区 分

民間施設等（京都市以外受入）

民間施設等（京都市受入）

計

京 都 市 内

乙 訓 ・ 南 丹 地 域

山 城 地 域
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【関西広域連合（大阪府）】

○ 「東日本大震災」にかかる大阪府の支援状況等について

府の支援状況

【新着情報】

○ 震災の影響を受けた企業等へ一時避難のための事務所などをご案内

大阪府では、東日本大震災によって直接的に影響を受けた国内外の企業等の事業活動を支

援しています。

このたび、大阪府、大阪市などの公的機関における、一時貸し出し可能な事務所・研究ス

ペースの賃貸情報について、大阪外国企業誘致センター（O‐BIC）から一元的にご案内する

ポータルサイトを開設しますので、お知らせします。

※大阪外国企業誘致センター（Osaka Business & Investment Center、略称：O‐BIC）は、

2001 年に大阪府、大阪市、大阪商工会議所が外資系企業の大阪進出支援のために設置

したワンストップ・サービス・センター（事務局：大阪商工会議所国際部）

■提供場所：大阪外国企業誘致センター ホームページ URL:http://o-bic.net/j/

（日・英・中・韓 ４か国語対応）

■掲載期間：４月７日から半年程度（予定）

■提供情報：大阪府、大阪市などの公的機関の事務所・研究スペースの賃貸情報

（第三セクター、独立行政法人など含む）

（掲載施設例）

・大阪府立産業技術総合研究所（大阪府和泉市あゆみ野２‐７‐１）

・大阪府いずみテクノサポートセンター（大阪府和泉市テクノステージ３‐１‐１１）

・OMM（大阪マーチャンダイズ・マート）（大阪市中央区大手前１‐７‐３１）

・ATC（アジア太平洋トレードセンター）（大阪市住之江区南港北２‐１‐１０）

※施設は適宜、追加予定。各施設に関するお問い合わせは、ポータルサイトに記載の各施設

の連絡先へお願いします。

連絡先 商工労働部 企業誘致推進課 誘致推進グループ

担当者名：戸梶・山本・野々村

代表電話番号：０６－６９４１－０３５１

内線番号：４６８２

ダイヤルイン番号：０６－６２１０－９４８３
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○「東日本大震災」にかかる救援物資の自衛隊スキームにおける窓口受付の停止について

東日本大震災被災地への救援物資の輸送について、自衛隊の輸送スキームにおいて支

援物資の輸送を続けてまいりましたが、被災県においては物資が充足しつつあり、各都

道府県窓口での受付を４月 8日（金）17 時に停止することとなりました。

大阪府においても 3月 17 日から受付をはじめました企業様からの温かいご支援物資

を被災地へ順次お届けしてまいりましたが、4月 8日（金）17 時に受付を停止させてい

ただきます。

なお、今まで受付けさせていただいた企業様におかれましては、今後、被災地のニ

ーズに対応しお声かけさせていただきますが、必ずしもご意向に添えない場合もあり

ます。

ご理解をお願いいたします。

連絡先 政策企画部 危機管理室消防防災課 災害対策グループ

担当者名： 菊池・井上

代表電話番号：06-6941-0351

内線番号：4886

ダイヤルイン番号： 06-6944-6021

【現在の状況】

１ 大阪府の被災地支援（人的支援:府職員）

２ 大阪府の被災地支援（人的支援:関係機関職員）

３ 大阪府の被災地支援（人的支援:市町村職員）（府要請分）
別紙のとおり

４ 大阪府の被災地支援（物的支援：府）

５ 大阪府の受入れ支援

６ 府民の皆様へのお知らせ

※ 次回の報道提供は、４月８日（金）１４時の予定です。

なお、状況に特段の変化があれば、随時、報道提供いたします。
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Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療

チ
ー
ム
）

0人
3月
12
日
～
3月
22
日
計
20
隊

茨
城
県
・

岩
手
県
・

宮
城
県

医
師
、
看
護
師
等
に
よ
る
病
院
支
援
、
Ｓ
Ｃ
Ｕ
活

動
（
Ｓ
Ｃ
Ｕ
＝
広
域
搬
送
拠
点
臨
時
医
療
施
設
）

健
康
医
療
部
保
健
医
療
室
医
療
対

策
課
救
急
・
災
害
医
療
Ｇ
(4
53
1･

25
33
)

職
種
：
医
師
、
看
護
師
等

要
請
元
：
厚
生
労
働
省

仮
診
療
所

0人

3月
11
日
～
3月
15
日
15
人

3月
15
日
～
3月
19
日
12
人

3月
19
日
～
3月
23
日
13
人

3月
23
日
～
3月
27
日
13
人

3月
27
日
～
3月
31
日
9人

3月
31
日
～
4月
4日
5人

宮
城
県
宮
城
県
庁
前
で
ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
（
仮
設
診
療
所
）
の
設

置
、
診
療

日
本
赤
十
字
社
大
阪
府
支
部
事
業
課

(0
6-
69
43
-0
74
3)

職
種
：
医
師
、
看
護
師
等

医
療
救
護
班

9人
3月
31
日
～
4月
4日
6人

4月
4日
～
4月
8日
9人

岩
手
県
陸
中
海
岸
青
少
年
の
家
（
山
田
町
）
で
の
診
療
と

巡
回
診
療

同
上

職
種
：
医
師
、
看
護
師
等

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

0人
3月
12
日
～
3月
15
日
5人

福
島
県
・

山
形
県
等
重
篤
患
者
の
施
設
間
搬
送

健
康
医
療
部
保
健
医
療
室
医
療
対

策
課
救
急
・
災
害
医
療
Ｇ
(4
53
1･

25
33
)

職
種
：
医
師
、
看
護
師
等

要
請
元
：
厚
生
労
働
省

医
療
従
事
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

0人
登
録
受
付
人
数
(5
4人
)

宮
城
県
・

福
島
県
被
災
地
へ
医
療
従
事
者
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

派
遣

健
康
医
療
部
保
健
医
療
室
医
事
看

護
課
医
事
G(
25
20
･2
53
5)

職
種
：
医
師
、
看
護
師
等

要
請
元
：
厚
生
労
働
省

9人

現
在
の
派

遣
人
数

派
遣
先

広
域
緊
急
援
助
隊

約
60
人

岩
手
県
・
宮
城
県

被
災
地
支
援
部
隊

約
73
0人
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県

5人
岩
手
県
釜
石
市

6人
福
島
県

消
防
緊
急
消
防
援
助
隊

大
阪
府
警

計

支
援
項
目

支
援
項
目

２
大
阪
府
の
被
災
地
支
援
（
人
的
支
援
：
関
係
機
関
職
員
）

医
療
援
助
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現
在
の
派

遣
人
数
延
べ
派
遣

人
日
数

派
遣
期
間

派
遣
先

支
援
内
容

問
い
合
わ
せ
先

備
考

0
人
6
0
人
日
3
月
2
6
日
～
3
月
3
1
日
1
0
人

岩
手
県
大
槌
町

総
務
班
、
食
料
物
資
班
、
避
難
所
対
応

班
、
救
護
班
、
埋
火
葬
受
付
班
、
遺
体

収
容
班
の
６
班
に
分
か
れ
て
、
町
業
務

に
従
事

災
害
等
支
援
対
策
本
部

被
災
地
支
援
班
(
4
1
1
3
･

4
1
1
4
)

豊
中
市
①
、
吹
田
市
②
、
茨

木
市
①
、
箕
面
市
②
、
岸
和

田
市
②
、
守
口
市
②

0
人
6
0
人
日
3
月
2
9
日
～
4
月
3
日
1
0
人

同
上

同
上

同
上

高
槻
市
②
、
富
田
林
市
②
、

河
内
長
野
市
②
、
太
子
町

②
、
河
南
町
①
、
千
早
赤
阪
村
①

0
人
6
0
人
日
4
月
1
日
～
4
月
6
日
1
0
人

同
上

同
上

同
上

堺
市
②
、
枚
方
市
②
、
松
原

市
②
、
高
石
市
②
、
能
勢
町

②

1
0
人
4
0
人
日
4
月
4
日
～
4
月
1
1
日
1
0
人

同
上

同
上

同
上

吹
田
市
②
、
大
東
市
①
、
八

尾
市
②
、
藤
井
寺
市
②
、
岸

和
田
市
①
、
東
大
阪
市
①
、

忠
岡
町
①

0
人
6
0
人
日
3
月
2
6
日
～
3
月
3
1
日
1
0
人

岩
手
県
陸
前
高

田
市

総
務
班
、
食
料
物
資
班
、
避
難
所
対
応

班
、
救
護
班
、
埋
火
葬
受
付
班
、
遺
体

収
容
班
の
６
班
に
分
か
れ
て
、
町
業
務

に
従
事

災
害
等
支
援
対
策
本
部

被
災
地
支
援
班
(
4
1
1
3
･

4
1
1
4
)

四
條
畷
市
①
、
交
野
市
②
、

八
尾
市
①
、
柏
原
市
②
、
東

大
阪
市
①
、
阪
南
市
②
、
島

本
町
①

0
人
6
0
人
日
3
月
2
9
日
～
4
月
3
日
1
0
人

同
上

同
上

同
上

摂
津
市
②
、
寝
屋
川
市
②
、

門
真
市
②
、
貝
塚
市
②
、

泉
佐
野
市
②

0
人
7
0
人
日
4
月
1
日
～
4
月
6
日
1
0
人

同
上

同
上

同
上

羽
曳
野
市
①
、
大
阪
狭
山
市

② 泉
南
市
①
、
豊
能
町
①
、
熊

取
町
②
、
田
尻
町
①
、
岬
町

②

1
3
人
5
2
人
日
4
月
4
日
～
4
月
1
1
日
1
3
人

同
上

同
上

同
上

堺
市
⑬

宮
城
県

内
の
市

町
村
支

援

下
水
道
業
務
支
援

4
人
4
4
人
日
3
月
2
7
日
～
4
月
3
日
2
人

4
月
1
日
～
4
月
8
日
4
人

宮
城
県
栗
原
市

周
辺
下
水
管
路
の
調
査

都
市
整
備
部
下
水
道

室
事
業
課
建
設
Ｇ

（
3
9
5
5
）

池
田
市
②

豊
中
市
④

4
人
5
0
6
人
日

３
大
阪
府
の
被
災
地
支
援
（
人
的
支
援
：
市
町
村
職
員
）
（
府
要
請
分
）

支
援
項
目

計

大
槌
町
派
遣
チ
ー
ム

岩
手
県

内
の
市

町
村
支
援

陸
前
高
田
市
派
遣
チ
ー
ム

75



支
援
先

問
い
合
わ
せ
先

備
考

3
月
1
3
日
：
ア
ル
フ
ァ
化
米
3
0
,
0
0
0
食

3
月
1
4
日
：
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
2
0
,
0
0
0
食

3
月
1
5
日
：
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
1
5
,
0
0
0
食

3
月
1
9
日
：
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
2
,
1
6
6
食

4
月
4
日
：
即
席
し
る
こ
2
,
5
0
0
個

ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
6
6
個
、
ベ
ビ
ー
飲
料
5
3
個

岩
手
県

3
月
2
3
日
：
ア
ル
フ
ァ
化
米
4
5
,
4
0
0
食

ア
ル
フ
ァ
化
米
（
お
粥
）
1
,
7
0
0
食

乾
パ
ン
・
ク
ラ
ッ
カ
ー
9
,
3
3
6
箱

チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
1
,
3
1
8
個

シ
チ
ュ
ー
5
,
0
0
0
個

粉
ミ
ル
ク
（
8
5
0
g
）
3
3
箱

粉
ミ
ル
ク
（
量
不
明
）
2
0
1
箱

粉
ミ
ル
ク
（
1
3
g
×
1
0
袋
）
3
2
4
箱

3
月
2
4
日
：
ア
ル
フ
ァ
化
米
3
,
8
0
0
食

乾
パ
ン
・
ク
ラ
ッ
カ
ー
1
1
,
4
0
0
食

3
月
2
5
日
：
ア
ル
フ
ァ
化
米
5
,
3
0
0
食

ア
ル
フ
ァ
化
米
（
お
粥
）
7
5
0
食

高
齢
者
食
（
お
粥
）
5
0
食

パ
ン
8
,
0
0
0
食

粉
ミ
ル
ク
（
3
2
0
g
）
3
0
箱

山
形
県

3
月
1
3
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
8
8
8
本

災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
1
0
,
0
0
0
本

3
月
1
4
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
2
4
,
0
0
0
本

3
月
1
5
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
2
4
,
0
0
0
本

災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
1
0
,
0
0
0
本

3
月
1
7
日
：
非
常
用
飲
料
給
水
袋
1
,
0
0
0
袋

3
月
1
9
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
2
0
,
0
0
0
本

3
月
2
0
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
5
4
,
0
0
0
本

3
月
2
1
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
2
4
,
0
0
0
本

3
月
2
2
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
1
6
,
0
0
0
本

3
月
2
3
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
1
3
,
0
0
0
本

岩
手
県

3
月
1
2
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
4
,
0
0
0
本

非
常
用
飲
料
給
水
袋
4
,
0
0
0
枚

3
月
1
4
日
：
災
害
用
備
蓄
水
5
0
0
m
l
*
3
,
0
0
0
本

非
常
用
飲
料
給
水
袋
7
,
0
0
0
枚

宮
城
県
栗
原
市

3
月
1
5
日
：
大
人
男
性
用
下
着
L
*
1
0
箱
,
L
L
*
2
箱

4
月
1
日
：
大
人
女
性
用
下
着
4
1
5
枚

4
月
4
日
：
子
供
用
下
着
2
,
0
0
0
枚

女
性
用
下
着
上
下
セ
ッ
ト
1
,
0
0
0
セ
ッ
ト

女
性
用
下
着
(
下
)
M
ｻ
ｲ
ｽ
ﾞ
1
,
8
7
2
枚

L
ｻ
ｲ
ｽ
ﾞ
7
5
6
枚

女
性
用
下
着
類
約
5
,
0
0
0
着

男
性
用
下
着
1
,
4
7
0
枚

岩
手
県

3
月
2
3
日
：
肌
着
5
,
5
2
9
枚

作
業
服
5
6
0
着

3
月
2
5
日
：
肌
着
1
0
0
着

山
形
県

3
月
1
4
日
：
毛
布
3
,
0
0
0
枚

3
月
1
5
日
：
毛
布
1
,
3
2
0
枚

3
月
1
9
日
：
毛
布
6
9
9
枚

岩
手
県

3
月
1
5
日
：
毛
布
1
0
,
0
0
0
枚

宮
城
県

3
月
2
3
日
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
（
タ
ミ

フ
ル
・
リ
レ
ン
ザ
）

全
域

3
月
2
6
日
避
難
所
用
日
常
医
薬
品
2
0
0
個

岩
手
県

別
途
1
,
0
0
0
個
確
保
済
み

順
次
発
送
予
定

４
大
阪
府
の
被
災
地
支
援
（
物
的
支
援
：
府
）

衣
料
品

支
援
内
容

食
料
品

飲
料
水
等

災
害
等
支
援
対
策
本
部
被
災
地

支
援
班
(
4
1
1
3
･
4
1
1
4
)

医
薬
品

寝
具
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3
月
1
4
日
：
紙
お
む
つ
1
0
,
0
0
0
枚

生
理
用
品
2
0
,
0
0
0
枚

3
月
1
7
日
：
納
体
袋
2
,
3
0
0
枚

3
月
1
8
日
：
マ
ス
ク
5
0
万
枚

3
月
1
9
日
：
マ
ス
ク
2
2
万
枚

紙
お
む
つ
1
1
,
4
5
5
枚

生
理
用
品
9
,
9
0
0
枚

カ
イ
ロ
1
2
,
0
0
0
個

消
毒
液
2
5
0
本

3
月
2
2
日
：
ポ
ン
プ
1
,
0
8
0
個

ポ
リ
タ
ン
ク
1
,
0
0
0
個

3
月
2
3
日
：
日
用
品
セ
ッ
ト
1
,
5
0
0
セ
ッ
ト

3
月
2
4
日
：
ゴ
ミ
袋
1
2
,
5
0
0
枚

3
月
2
5
日
：
雨
衣
1
0
0
着

3
月
2
8
日
：
日
用
品
セ
ッ
ト
1
,
5
0
0
個

ゴ
ミ
袋
1
2
,
0
0
0
枚

雨
カ
ッ
パ
1
0
0
着

レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
4
,
2
4
1
着

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
1
0
,
0
0
0
パ
ッ
ク

4
月
1
日
：
マ
ス
ク
（
N
9
5
)
2
0
0
枚

4
月
4
日
：
歯
ブ
ラ
シ
・
歯
磨
き
粉
セ
ッ
ト
1
2
,
0
0
0
セ
ッ
ト

皿
・
椀
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
）
5
,
0
0
0
枚

自
転
車
2
台

固
形
石
鹸
5
0
,
0
0
0
個

紙
お
む
つ
(
大
人
用
)
7
2
袋

紙
お
む
つ
(
介
護
用
)
3
6
,
0
0
0
枚

ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
3
0
,
0
0
0
パ
ッ
ク

尿
パ
ッ
ト
1
,
0
5
0
パ
ッ
ク

岩
手
県

別
途
８
０
０
枚
確
保
済
み

順
次
発
送
予
定

3
月
2
3
日
：
タ
オ
ル
7
,
5
4
1
枚

哺
乳
瓶
6
0
本

紙
お
む
つ
（
子
供
）
2
3
,
5
9
9
枚

紙
お
む
つ
（
大
人
）
4
,
9
5
8
枚

紙
お
む
つ
（
不
明
）
3
,
0
0
0
枚

生
理
用
品
5
9
,
2
8
3
枚

簡
易
ト
イ
レ
5
3
基

テ
ィ
ッ
シ
ュ
6
9
2
箱

防
護
服
5
0
0
着

マ
ス
ク
6
3
0
,
3
6
9
枚

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
2
,
1
0
0
枚

断
熱
シ
ー
ト
4
,
3
2
7
枚

ゴ
ミ
袋
2
,
1
0
0
枚

消
毒
液
7
1
7
本

軍
手
9
1
8
組

排
泄
物
収
納
袋
5
,
0
0
0
袋

懐
中
電
灯
5
2
5
個

日
用
品
セ
ッ
ト
7
4
セ
ッ
ト

固
形
燃
料
1
,
0
0
0
個

ﾄ
ｲ
ﾚ
ｯ
ﾄ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾊ
ﾟ
ｰ
1
3
,
6
6
5
個

凝
固
式
ﾄ
ｲ
ﾚ
2
0
,
1
0
0
個

薬
剤
ﾄ
ｲ
ﾚ
2
,
0
0
0
個

山
形
県

災
害
等
支
援
対
策
本
部
被
災
地

支
援
班
(
4
1
1
3
･
4
1
1
4
)

そ
の
他
の
物
品
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3
月
2
4
日
：
タ
オ
ル
1
7
,
2
4
0
枚

哺
乳
瓶
1
1
4
本

紙
お
む
つ
（
子
供
）
1
,
6
5
6
枚

紙
お
む
つ
（
不
明
）
3
0
0
枚

生
理
用
品
2
8
,
9
5
2
枚

防
護
服
5
0
0
着

マ
ス
ク
3
8
8
5
0
0
枚

ゴ
ミ
袋
2
,
4
0
0
枚

消
毒
液
1
,
1
6
3
本

軍
手
2
,
0
0
0
組

ろ
う
そ
く
2
,
6
5
8
本

懐
中
電
灯
2
8
8
個

日
用
品
セ
ッ
ト
3
,
1
9
6
セ
ッ
ト

メ
ガ
ホ
ン
6
0
本

3
月
2
5
日
：
タ
オ
ル
3
,
0
0
0
枚

哺
乳
瓶
3
0
本

紙
お
む
つ
（
大
人
）
1
,
7
6
4
枚

生
理
用
品
6
5
,
5
5
4
枚

簡
易
ト
イ
レ
2
5
基

マ
ス
ク
5
5
,
0
0
0
枚

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
4
0
0
枚

ゴ
ミ
袋
2
5
6
,
0
0
0
枚

消
毒
液
1
,
0
0
0
本

ス
ト
ー
ブ
1
0
0
機

テ
ン
ト
2
5
張

固
形
式
ﾄ
ｲ
ﾚ
2
6
0
基

寝
袋
9
0
0
袋

災
害
等
支
援
対
策
本
部
被
災
地

支
援
班
(
4
1
1
3
･
4
1
1
4
)

山
形
県

そ
の
他
の
物
品
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対
象
者

現
在
の
受

入
者
数
延
べ
受
入
者
数

問
い
合
わ
せ
先

備
考

一
時
避
難
所
の
設
置
大
阪
府
内
に
避
難
し
て
こ
ら
れ
た
被
災
者
の
方
々

に
公
営
住
宅
等
に
入
居
す
る
ま
で
の
間
な
ど
、
一

時
的
に
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

一
時
的
な
入
居
を
希
望
す
る
被
災
者
等

3人
27
人
災
害
等
支
援
対
策
本
部
被
災
者
受

入
班
(4
12
5･
41
26
)

市
町
村
の
一
時
避
難

所
の
設
置

大
阪
府
内
に
避
難
し
て
こ
ら
れ
た
被
災
者
の
方
々

に
公
営
住
宅
等
に
入
居
す
る
ま
で
の
間
な
ど
、
一

時
的
に
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く

一
時
的
な
入
居
を
希
望
す
る
被
災
者
等

0人
0人
大
阪
市
震
災
支
援
対
策
室
(0
6-

62
08
-9
80
7)

対
象
者

入
居
決
定
戸
数
入
居
戸
数

問
い
合
わ
せ
先

備
考

被
災
者
の
方
（
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
伴
い
避
難
指
示
を
講
じ
ら
れ
た
方
を
含

む
）

当
面
45
0戸
最
大
2,
00
0戸
58
戸
40
戸
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
住
宅
経
営

室
経
営
管
理
課
支
援
チ
ー
ム

(6
30
7)

同
上

当
面
25
戸
最
大
10
0戸

1戸
1戸
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
住
宅
経
営

室
経
営
管
理
課
支
援
チ
ー
ム

(6
30
7)

被
災
者
の
方
や
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
避
難
し
て
い
る
方
（
避
難
指
示
又
は
、
屋

内
退
避
指
示
を
受
け
た
方
）

当
面
20
0戸
最
大
40
0戸
15
戸
15
戸
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
居
住
企
画

課
住
宅
施
策
推
進
G(
43
63
)

被
災
者
の
方
や
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
避
難
し
て
い
る
方
（
避
難
指
示
等
に
関
わ

ら
ず
自
主
避
難
し
て
い
る
方
も
含
む
）
当
面
―
最
大
86
2戸
17
戸

6戸
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
居
住
企
画

課
公
営
住
宅
指
導
G(
30
35
)

所
管
す
る
市
町
村
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
当
面
16
9戸
最
大
25
5戸

31
戸
25
戸
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
居
住
企
画

課
公
営
住
宅
指
導
G(
30
36
)
決
定
戸
数
に

は
内
定
含
む

同
上

当
面
24
2戸
最
大
50
5戸

87
戸
68
戸
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
居
住
企
画

課
公
営
住
宅
指
導
G(
30
36
)
決
定
戸
数
に

は
内
定
含
む

同
上

当
面
42
戸
最
大
18
0戸
24
戸
24
戸
住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
居
住
企
画

課
公
営
住
宅
指
導
G(
30
36
)

社
会
福
祉
施
設

被
災
に
よ
り
府
内
の
社
会
福
祉
施
設
へ
の
入

所
が
必
要
と
な
る
方

0人
0人
福
祉
部
福
祉
総
務
課
総
務
･企
画

Ｇ
(2
41
3)

23
3戸
17
9戸

0人
0人

1か
所
(府
庁
新
別
館
南
館
10
階
)

支
援
内
容

1か
所
(大
阪
市
・
イ
ン
テ
ッ
ク

ス
大
阪
)

社
会
福
祉
施
設
へ
の
受
入
れ

市
町
営
住
宅
で
の
受
入
れ
（
大
阪
市
、
堺
市
を
除
く
）

一
時
避
難

府
営
住
宅
で
の
受
入
れ

※
府
営
住
宅
の
入
居
に
関
す
る
相
談

「
府
民
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
」
(#
80
01
ま
た
は
06
-6
91
0-
80
01
)

府
住
宅
供
給
公
社
賃
貸
住
宅
で
の
受
入
れ

受
入
数

被
災
各
県
等
か
ら
の
依
頼
に
応

じ
て
、
個
別
に
対
応
・
調
整

UR
住
宅
で
の
受
入
れ

大
阪
市
営
住
宅
で
の
受
入
れ

社
会
福
祉
施
設
計

計

５
大
阪
府
の
受
入
れ
支
援

住
宅

箇
所
数

支
援
内
容

堺
市
営
住
宅
で
の
受
入
れ

雇
用
促
進
住
宅
で
の
受
入
れ

公
営
・
公
社
住
宅
等
計
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問
い
合
わ
せ
先

備
考

被
災
者
生
活
相
談
窓

口
の
設
置

災
害
等
支
援
対
策
本
部
被
災
者
受

入
班
(4
12
5･
41
26
)

見
舞
金
・
貸
付
金
の

支
給

福
祉
部
地
域
福
祉
推
進
室
地
域
福

祉
課
企
画
調
整
Ｇ
(4
50
5)

医
療
機
関
へ
の
受
入

れ
健
康
医
療
部
健
康
医
療
総
務
課
総

務
・
企
画
Ｇ
(2
51
3)

・
介
護
サ
ー
ビ
ス

・
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス

・
福
祉
部
高
齢
介
護
室
介
護
支
援

課
(4
47
3)

・
福
祉
部
障
が
い
福
祉
室
障
が
い

福
祉
企
画
課
(4
14
5)

民
間
住
宅
（
無
償
）

の
情
報
登
録
の
受
付

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
居
住
企
画

課
民
間
住
宅
助
成
G(
30
33
)

民
間
住
宅
（
有
償
）

の
情
報
提
供

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
振
興
課

宅
建
業
指
導
G(
30
84
)

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集

福
祉
部
子
ど
も
室
子
育
て
支
援
課

企
画
Ｇ
(2
44
8)

住
宅
情
報
等

事
業
者
団
体
と
府
民
か
ら
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
情
報
を
提
供
。
加
え
て
、
大
手
前
（
一
時
避
難

所
）
に
検
索
用
PC
３
台
と
提
供
住
宅
リ
ス
ト
を
設
置
。

支
援
内
容

医
療
・
介
護生
活

様
々
な
生
活
上
の
相
談
に
応
じ
る

開
設
時
間
：
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

開
設
場
所
：
咲
洲
庁
舎
20
階
被
災
者
生
活
相
談
窓
口
（
電
話
：
06
-6
21
0-
92
90
）

被
災
者
の
方
等
に
住
宅
（
無
償
）
を
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
方

医
療
機
関
の
紹
介
等
個
別
に
対
応

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

［
大
阪
府
受
入
避
難
者
支
援
見
舞
金
］

１
．
給
付
金
額

１
世
帯
当
た
り
１
０
万
円
（
１
回
限
り
）
。
た
だ
し
、
単
身
者
に
つ
い
て
は
５
万
円
。

２
．
受
付
期
間
（
予
定
）

平
成
23
年
3月
29
日
（
火
曜
日
）
か
ら
6月
30
日
（
木
曜
日
）

［
生
活
福
祉
資
金
（
緊
急
小
口
資
金
）
貸
付
に
関
す
る
特
例
措
置
］

１
．
貸
付
金
限
度
額

１
世
帯
当
た
り
原
則
１
０
万
円
以
内

２
．
貸
付
の
方
法

(1
)据
置
措
置
貸
付
の
日
か
ら
１
年
以
内

(2
)償
還
期
限
(1
)の
据
置
期
間
経
過
後
２
年
以
内

３
．
受
付
期
間
（
予
定
）

平
成
23
年
3月
29
日
（
火
曜
日
）
か
ら
当
分
の
間

※
「
大
阪
府
受
入
避
難
者
支
援
見
舞
金
」
及
び
「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
（
緊
急
小
口
資
金
）
」
の

受
付
窓
口
は
、
と
も
に
避
難
さ
れ
た
方
が
お
住
ま
い
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
な
り
ま

す
。

物
件
情
報
を
受
付
中

一
定
期
間
以
上
児
童
を
受
け
入
れ
、
受
入
費
用
を
ご
負
担

い
た
だ
け
る
ご
家
庭

避
難
生
活
さ
れ
て
い
る
児
童
が
府
内
で
安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入

れ
て
い
た
だ
け
る
大
阪
府
内
の
ご
家
庭
を
募
集
中

※
お
問
い
合
わ
せ
先
：
「
府
民
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
」
(#
80
01
ま
た
は
06
-6
91
0-
80
01
)

被
災
等
に
よ
り
府
内
の
医
療
機
関
へ
の
入
院
・
通
院
が
必

要
と
な
る
方

被
災
者
の
方
等

被
災
者
の
方
等

災
害
救
助
法
の
適
用
と
な
っ
た
地
域
等
の
方

対
象
者

サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る
被
災
者
の
方
等
で
、
府
内
に
転

居
又
は
一
時
避
難
さ
れ
た
方
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問
い
合
わ
せ
先

備
考

税
府
税
の
申
告
・
納
付

等
総
務
部
税
務
室
税
政
課
改
革
推
進

Ｇ
(2
17
5･
21
76
)

中
小
企
業
相
談
特
別
相
談
窓
口
の
開

設
商
工
労
働
部
商
工
労
働
総
務
課
企

画
Ｇ
(2
61
7･
26
18
)

事
務
所
等

一
時
貸
出
可
能
な
事

務
所
・
研
究
ス
ペ
ー

ス
の
賃
貸
情
報
の
提

供

商
工
労
働
部
企
業
誘
致
推
進
課
誘

致
推
進
G（
46
82
・
46
80
）

金
融
お
金
の
悩
み
相
談
室

の
開
設
（
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
プ
ラ
ザ
）

商
工
労
働
部
貸
金
業
対
策
課
貸
金

業
対
策
Ｇ
（
内
46
71
・
46
72
）

教
育
委
員
会
高
等
学
校
課
学
事
Ｇ

(3
42
0･
34
21
)

教
育
委
員
会
高
等
学
校
課
学
事
Ｇ

(3
42
0･
34
21
)

府
民
文
化
部
私
学
･大
学
課
小
中

高
振
興
Ｇ
(4
85
6･
48
57
)

教
育
委
員
会
財
務
課
歳
入
Ｇ

(3
92
2･
39
26
)

小
中
学
校
へ
の
受
入

れ
教
育
委
員
会
小
中
学
校
課
学
事
Ｇ

(3
42
3)

就
職
支
援
窓
口
の
設
置

商
工
労
働
部
雇
用
推
進
室
労
政
課

企
画
Ｇ
(2
81
4)

緊
急
雇
用
創
出
基
金

事
業
の
活
用

商
工
労
働
部
雇
用
推
進
室
労
政
課

特
別
基
金
Ｇ
(2
82
2)

教
育

被
災
さ
れ
た
中
小
企
業
等

高
等
学
校
へ
の
転
入
学
等

公
立
高
等
学
校
入
学
検
定
料
及
び
入
学
料
を
免
除

被
災
に
よ
り
大
阪
府
内
に
転
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
在
籍
校
に
通
え
な
い
状
況
と
な
っ
た
生
徒

高
等
学
校
へ
の
受
入

れ

大
阪
府
、
大
阪
市
な
ど
の
公
的
機
関
に
お
け
る
一
時
貸
出
し
可
能
な
事
務
所
・
研
究
ス
ペ
ー
ス
を

賃
貸
情
報
の
提
供

直
接
的
に
影
響
を
受
け
た
国
内
外
の
企
業
等

被
災
さ
れ
大
阪
府
に
避
難
さ
れ
て
き
た
方
々

借
金
返
済
・
債
務
整
理
と
併
せ
て
自
立
（
就
職
）
等
の
相
談

○
相
談
時
間
：
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

○
場
所
：
大
阪
市
住
之
江
区
南
港
北
１
－
１
４
－
１
６
咲
洲
庁
舎
２
５
階

○
電
話
：
０
６
－
６
２
１
０
－
９
５
１
２

同
上

就
職

被
災
に
よ
り
学
力
検
査
等
を
受
検
で
き
な
か
っ
た
受
検
者

公
立
高
等
学
校
後
期
入
学
者
選
抜

被
災
地
の
高
等
学
校
等
か
ら
大
阪
府
立
高
等
学
校
に
新
・

転
入
学
を
す
る
生
徒

被
災
者
優
先
枠
の
実
施支
援
内
容

府
税
に
関
す
る
申
告
・
納
付
等
の
期
限
延
長
、
減
免
等

特
別
相
談
窓
口
：
緊
急
経
営
支
援
ｲﾝ
ﾌｫ
ﾒｰ
ｼｮ
ﾝｾ
ﾝﾀ
ｰ（
府
商
工
労
働
部
経
営
支
援
課
）
、
府
信
用

保
証
協
会
、
府
内
商
工
会
・
商
工
会
議
所
、
府
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
府
商
工
会
連
合
会

対
象
者

被
災
者
の
方
等

就
職
に
関
す
る
相
談
、
情
報
提
供
、
職
業
紹
介
（
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
）

被
災
者
向
け
求
人
の
受
付
、
あ
っ
せ
ん
（
Ｊ
Ｏ
Ｂ
プ
ラ
ザ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
）

被
災
に
よ
り
大
阪
府
内
に
転
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
児

童
・
生
徒

被
災
者
の
方
等

公
立
小
中
学
校
へ
の
転
入
学
等
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内
容

調
査
（
検
査
）
状
況

現
在
の
状
況

問
い
合
わ
せ
先
備

考

放
射
線
モ
ニ
タ

リ
ン
グ

文
部
科
学
省
の
委
託
に
よ
り
、
常
時
、
大
気
中

の
空
間
放
射
線
量
率
の
測
定
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

福
島
県
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
事
故
後

も
府
内
に
お
け
る
空
間
放
射
線
量
率
は
通

常
の
値
で
推
移
し
て
お
り
、
異
常
な
値
は

計
測
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

・
平
成
23
年
4
月
6日
午
後
9
時
時
点

0.
0
42
μ
S
v/
h（
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

毎
時
）

・
平
成
23
年
4
月
7日
午
前
9
時
時
点

0.
0
43
μ
S
v/
h（
平
成
2
1年
度
測
定
値
：

0.
0
4（
最
低
値
）
～
0.
06
3
（
最
高

値
）
、
0.
04
3（
平
均
値
）
μ
Sv
/h
）

※
本
デ
ー
タ
は
、
1μ
Gy
/h
（
マ
イ
ク

ロ
グ
レ
イ
毎
時
）
=1
μ
Sv
/
h（
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
）
と
換
算
し
て
算
出
。

（
詳
し
く
は
、
大
阪
府
立
公
衆
衛
生
研
究

所
Ｈ
Ｐ
参
照
）

上
水
（
蛇
口

水
）
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ

上
水
（
蛇
口
水
）
に
つ
い
て
、
毎
日
、
水
道
蛇

口
か
ら
採
取
し
、
分
析
調
査
を
行
い
っ
て
い
ま

す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
上
水
（
蛇
口
水
）
か

ら
、
放
射
性
物
質
（
ヨ
ウ
素
、
セ
シ
ウ

ム
）
は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

定
時
降
下
物
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

定
時
降
下
物
（
雨
水
、
粉
じ
ん
等
）
に
つ
い

て
、
毎
日
2
4時
間
、
降
水
採
取
装
置
に
よ
り
採

取
し
、
分
析
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
定
時
降
下
物
（
雨
、
粉

じ
ん
等
）
か
ら
、
放
射
性
物
質
（
ヨ
ウ

素
、
セ
シ
ウ
ム
）
は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

食
品
食
品
の
安
全
性

確
保

福
島
県
等
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
や
原
乳
か
ら
、
規
制
値
を
上
回
る
放
射
性
物
質

が
検
出
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、
国
は
次
の
食
品
に
つ
い
て
出
荷
制
限
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

◆
出
荷
制
限
（
4
月
7日
9時
現
在
）

・
福
島
県
全
域
；
原
乳
、
非
結
球
性
葉
菜
類
・
結
球
性
葉
菜
類
・
ア
ブ
ラ
ナ
科

の
花
蕾
類
・
カ
ブ
(
＊
)

＊
例
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
か
き
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
小
松
菜
、
茎
立
菜
（
く
き
た

ち
な
）
、

信
夫
冬
菜
（
し
の
ぶ
ふ
ゆ
な
）
、
山
東
菜
（
さ
ん
と
う
な
）
、
ち
じ
れ
菜
、

ア
ブ
ラ
ナ
、
紅
菜
苔
（
こ
う
さ
い
た
い
）
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
カ
ブ
、

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど

・
茨
城
県
全
域
；
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
か
き
菜
、
原
乳
、
パ
セ
リ

・
栃
木
県
全
域
；
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
か
き
菜

・
群
馬
県
全
域
；
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
か
き
菜

・
千
葉
県
香
取
市
及
び
多
古
町
；
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

・
千
葉
県
旭
市
；
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
、
サ
ン

チ
ュ
、
セ
ル
リ
ー
及
び
パ
セ
リ

本
府
に
お
い
て
は
、
出
荷
制
限
さ
れ
た
農
産
物

が
府
内
で
販
売
さ
れ
な
い
よ
う
、
3
月
24
日
よ

り
保
健
所
等
の
食
品
衛
生
監
視
員
に
よ
る
監
視

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
ま

す
。
ht
tp
:/
/
ww
w.
p
re
f.
os
a
ka
.j
p
/s
ho
k
uh
in
/s
h

in
nt
ya
k
u/
ho
s
ya
se
n.
h
tm
l

3月
24
日
～
4
月
6
日
ま
で
に
中
央
卸
売
市

場
を
は
じ
め
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

小
売
店
の
青
果
販
売
店
な
ど
4
,0
97
件
の

立
入
調
査
を
実
施
。

国
に
よ
る
出
荷
制
限
の
指
示
以
降
に
出
荷

さ
れ
た
農
産
物
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

健
康
医
療
部
食
の

安
全
推
進
課
安
全

推
進
Ｇ
（
2
56
3
、

2
56
7
）

６
府
民
の
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ

項
目

環
境
放
射

能
測
定

放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
は
大
阪
府
立
公
衆
衛
生
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
国
へ
の
報
告
状
況
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ht
tp
:
//
ww
w
.i
ph
.
pr
ef
.o
s
ak
a.
j
p/
se
i
-k
an
/h
s
en
.h
t
ml

公
衆
衛
生
研
究
所

生
活
環
境
課

（
代
表
）
0
6-

6
97
2
-1
32
1

82


